
阿波市全庁評価シート　平成21年度実施事業対象

Ｎｏ． 40 － 1 9

年 ～ 年

①
②
③
④
⑤

20 21 22

款 10 項 5 目 3

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

人 千円 人 千円 人 千円

人 千円 人 千円 人 千円

千円 千円 千円

基本構想(政策)
基本計画(施策)

主要施策

１．人が輝くまちづくり
（２）生涯学習の充実
（５）特色ある生涯学習プログラムの整備・提供 ２ 非該当

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ

根拠法令等

実施計画
１ 該当

社会教育法　阿波市公民館条例

臨時･嘱託職種

平成

正職員工数･経費

50人×年1回＝50人

0
768

0.000
640

臨時･嘱託工数･経費

数値目標
（事業の目的
及び活動内
容の達成度
を測る指標）

読み聞かせ参加者数

お菓子づくり参加者数

指標名

0.000

60人×年1回＝60人

0.100

28
28

予算費目
年度決算20

50目標

22平成

目標
実績

平成

人

745

628

0.000 0

140
140

615

130

年度予算 備考
公民館費

年度決算

0.100
130

0.100

20

21

地 方 債

平成

60

50

会　　計 一般会計

事業の
活動内容

具体的にどのような活動を行いますか。（主なもの５つまで）
本・紙芝居の読み聞かせは、吉野地区内の小学校で行い、興味や関心、あるいは言葉の持つ意味、内容などを通して、仲間づくりなど教育文化の振興を図ります。

お菓子づくりは、児童・保護者を対象に行い、作ることへの楽しさや喜び、創作意欲などを通して、仲間づくりなど教育文化の振興を図ります。

年度 最終目標年度計算式又は指標設定理由 年度 平成平成単位

国 庫 支 出 金

社会教育費

事業の
対象・目的 目的（どうい

う状態にし
たいのか）

最終的 いろいろなことを体験し、教育文化・生活文化の振興、及び仲間づくりとしての連帯感の意識高揚を図ります。

今年度

対象（誰を、
何を）

吉野地区内の小学校児童、保護者　他

部局名

総合計画

３ 全部委託
４ 補助等

平成
事業の開始・終了

５ 補助金・負担金・支援
６ 内部管理事務・その他

１ 直営
２ 一部委託

事業運営方法事業区分
１ ソフト事業
２ ハード事業

３ 経常的事務事業
４ 施設の維持管理

課名教育委員会

基本事務事業名 吉野中央公民館企画運営事業

公民館
事務事業名 子ども教室事業

期間設定なし

高橋昭博
シート作成日

教育費

平成22年6月10日
シート作成者名主務課長名 江本豊

平成

公的関与

人
目標

実績 50
50

60
実績

60
60

Ｄ
Ｏ

0

直接事業費

人件費（Ｂ）

一 般 財 源
計（Ａ）

県 支 出 金

全体事業費（Ａ＋Ｂ）

その他特定財源

612



阿波市全庁評価シート　平成21年度実施事業対象

総合評価
Ａ

子ども教室事業を推進するため、今後とも活動範囲を広げ、参加者も増やしてい
きたいと思います。

拡大・充実

限られた予算で活動しているため、効率よく無駄のないように進めたいです。

民間委託等

一次評価

縮小

当面の
課題

今後の
方向性

現状維持

引き続き推進します。

二次評価での指摘事項及び一次評価との相違点

民間委託等現状維持
統合/終期設定

方法改善 拡大・充実 方法改善
縮小廃止/休止 統合/終期設定

Ａ4
有効性必要性

4
達成度

3
効率性評価点

3

２．他の実施主体のノウハウや新たな制度を活用できる。

3
達成度

4
有効性

4 4
効率性

必
要
性

４．事業の継続をしても成果の向上が期待できない。

３．予算・人員と成果の関係で、実施手段等を見直す余地がある。

効
率
性

幅広い年齢層の方々が集い、交
流を深め、憩いの場になってい
るなど、成果はあると思います。

積極的に研修を重ね、精進し、
参加率もやや高いことから、目
標は達成できていると思いま
す。

二次評価一次評価の説明
自己の教養を高めたり、互いに
切磋琢磨したりして、教育文化
の振興を図る面から見れば、十
分必要性があります。

少ない予算内での活動、また費
用の一部は個人負担であること
など、効率性は良いと思います。

４．住民ニーズの低下がみられたり、近隣自治体と比較してニーズを
　　上回るサービスとなっている。

１．市が実施しなくても、公平性・公正性が確保できる等、他の実施
　　主体があり、事業を廃止・休止しても影響は大きくない。

Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ

３．市が実施する施策の中で類似・重複した事務事業が存在する。

２．厳しい財政状況の中、次年度以降実施する緊急性が認められない。

３．住民満足度の向上のために、現在の手段、方法等の改善の余地がある。

４．電子化や契約方法の変更などによりコスト削減の余地がある。

１．効果に比べてコストが高い。

３．目標設定に対して概ね目標を達成していると思う。

１．目標設定に対して進捗状況が劣っていると思う。

２．目標設定に対して成果があまり上がっていないと思う。

チェック項目

有
効
性

達
成
度

４．目標設定に対して十分に目標を達成していると思う。

１．施策の目的を実現するために、事業内容が必ずしも適切とはいえない。

２．事業内容のマンネリ化など、施策への貢献度が著しく高いとはいえない。

Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

一次評価
必要性

委員会
指摘事項

改革案
と実行
計画

廃止/休止

二次評価
総合評価

　目標に比べて劣っている

　あまり上がっていない

　概ね達成している

　十分達成している

　目標に比べて劣っている

　あまり上がっていない

　概ね達成している

　十分達成している

　いえない 　いえる

　いえない 　いえる

　する 　しない

　できない 　できる

　いえない 　いえる

　いえない 　いえる

　する 　しない

　できない 　できる

　ない 　ある

　ある 　ない

　少ない 　大きい

　いる 　いない

　ない 　ある

　ある 　ない

　少ない 　大きい

　いる 　いない

　高い 　適当

　できる 　できない

　ある 　ない

　ある 　ない

　高い 　適当

　できる 　できない

　ある 　ない

　ある 　ない
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Ｎｏ． 40 － 2 9

年 ～ 年

①
②
③
④
⑤

20 21 22

款 10 項 5 目 3

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

人 千円 人 千円 人 千円

人 千円 人 千円 人 千円

千円 千円 千円全体事業費（Ａ＋Ｂ）

その他特定財源

4,283

Ｄ
Ｏ

0

直接事業費

人件費（Ｂ）

一 般 財 源
計（Ａ）

県 支 出 金

200
人

目標

実績 725
816

288
実績

288
138

期間設定なし

高橋昭博
シート作成日

教育費

平成22年6月10日
シート作成者名主務課長名 江本豊

平成

公的関与

課名教育委員会

基本事務事業名 吉野中央公民館生活文化振興事業

公民館
事務事業名 各種団体の育成

事業運営方法事業区分
１ ソフト事業
２ ハード事業

３ 経常的事務事業
４ 施設の維持管理

部局名

総合計画

３ 全部委託
４ 補助等

平成
事業の開始・終了

５ 補助金・負担金・支援
６ 内部管理事務・その他

１ 直営
２ 一部委託

事業の
対象・目的 目的（どうい

う状態にし
たいのか）

最終的 市民、各団体等の活動を通して、親睦・交流を深め、生活文化の向上を図ります。

今年度

対象（誰を、
何を）

阿波市民、各クラブ団体　他

年度 最終目標年度計算式又は指標設定理由 年度 平成平成単位

事業の
活動内容

具体的にどのような活動を行いますか。（主なもの５つまで）

阿波市グラウンドゴルフは、阿波市内の大会、三市（阿波市・吉野川市・美馬市）大会等に参加し、親睦・交流を深め、かつ健康増進を図ります。

阿波市婦人団体連合会は、ボランティア活動等を通して親睦・交流を深め、生活文化の振興を図ります。

茶道教室は、毎月3回開催し、市民の作法・教養の向上を図ります。

囲碁のつどいは、毎週火曜日に開催し、囲碁を通して仲間との親睦・交流を深めます。

トールペイントは、月1回開催し、物作りを通して親睦・交流を深めます。

地 方 債

平成

288

816

会　　計 一般会計

10人×1回×12月＝120人 人

692

21

0.700
170

0.700

120120
72

年度予算 備考
公民館費

120

年度決算
社会教育費

4,472

4,398

0.000 0

125
125

4,302

170

22平成

目標
実績 96

平成

167

予算費目
年度決算20

816目標
人

国 庫 支 出 金

数値目標
（事業の目的
及び活動内
容の達成度
を測る指標）

茶道教室

囲碁のつどい

トールペイント

指標名

0.000

8人×3回×12月＝288人

0.700

167

0
4,523

0.000
4,450

臨時･嘱託工数･経費

社会教育法　阿波市公民館条例

臨時･嘱託職種

平成

正職員工数･経費

17人×4回×12月＝816人

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ

根拠法令等

実施計画
１ 該当
２ 非該当

基本構想(政策)
基本計画(施策)

主要施策

１．人が輝くまちづくり
（２）生涯学習の充実
（５）特色ある生涯学習プログラムの整備・提供
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Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

一次評価
必要性

委員会
指摘事項

改革案
と実行
計画

廃止/休止

二次評価
総合評価

有
効
性

達
成
度

４．目標設定に対して十分に目標を達成していると思う。

１．施策の目的を実現するために、事業内容が必ずしも適切とはいえない。

２．事業内容のマンネリ化など、施策への貢献度が著しく高いとはいえない。

３．市が実施する施策の中で類似・重複した事務事業が存在する。

２．厳しい財政状況の中、次年度以降実施する緊急性が認められない。

３．住民満足度の向上のために、現在の手段、方法等の改善の余地がある。

チェック項目

１．効果に比べてコストが高い。

３．目標設定に対して概ね目標を達成していると思う。

１．目標設定に対して進捗状況が劣っていると思う。

２．目標設定に対して成果があまり上がっていないと思う。

４．電子化や契約方法の変更などによりコスト削減の余地がある。

４．住民ニーズの低下がみられたり、近隣自治体と比較してニーズを
　　上回るサービスとなっている。

１．市が実施しなくても、公平性・公正性が確保できる等、他の実施
　　主体があり、事業を廃止・休止しても影響は大きくない。

Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ

大会等に係る費用など、一部個
人負担しているし、少ない予算
内での活動であることから、効率
性はあると思います。

二次評価一次評価の説明
市民の作法や教養を高めたり、
親睦や交流を深めたりする場で
あることから、必要性があると思
います。

趣味活動、各種会合や研修等に
利用され、市民が積極的に参加
しているので、有効性はあると思
います。

クラブ数は多くありませんが、そ
れぞれにおいて、意欲的・積極
的に参加していることから、達成
できていると思います。

効
率
性

必
要
性

４．事業の継続をしても成果の向上が期待できない。

３．予算・人員と成果の関係で、実施手段等を見直す余地がある。

評価点
4

２．他の実施主体のノウハウや新たな制度を活用できる。

4
達成度

4
有効性

4 4
効率性

Ａ4
有効性必要性

4
達成度

4
効率性

方法改善 拡大・充実 方法改善
縮小廃止/休止 統合/終期設定

民間委託等 民間委託等
縮小

当面の
課題

今後の
方向性

現状維持 現状維持
統合/終期設定

引き続き推進します。

二次評価での指摘事項及び一次評価との相違点

総合評価
Ａ

クラブ数が少ないこと、新規のクラブ数の開拓を図りたいです。会員数も増やして
いきたいです。

拡大・充実

新規クラブの結成の呼びかけ、幅広い年齢層の方々の親睦・交流を深める場の
提供に努めます。

一次評価

　目標に比べて劣っている

　あまり上がっていない

　概ね達成している

　十分達成している

　目標に比べて劣っている

　あまり上がっていない

　概ね達成している

　十分達成している

　いえない 　いえる

　いえない 　いえる

　する 　しない

　できない 　できる

　いえない 　いえる

　いえない 　いえる

　する 　しない

　できない 　できる

　ない 　ある

　ある 　ない

　少ない 　大きい

　いる 　いない

　ない 　ある

　ある 　ない

　少ない 　大きい

　いる 　いない

　高い 　適当

　できる 　できない

　ある 　ない

　ある 　ない

　高い 　適当

　できる 　できない

　ある 　ない

　ある 　ない
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Ｎｏ． 40 － 3 2

年 ～ 年

①
②
③
④
⑤

20 21 22

款 10 項 5 目 3

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

人 千円 人 千円 人 千円

人 千円 人 千円 人 千円

千円 千円 千円

基本構想(政策)
基本計画(施策)

主要施策

１．人が輝くまちづくり
（２）生涯学習の充実
（５）特色ある生涯学習プログラムの整備・提供 ２ 非該当

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ

根拠法令等

実施計画
１ 該当

社会教育法　阿波市公民館条例

臨時･嘱託職種

平成

正職員工数･経費

茶道　他18

0
4,160

0.000
4,254

臨時･嘱託工数･経費

数値目標
（事業の目的
及び活動内
容の達成度
を測る指標）

開館日数

利用者団体数

指標名

0.000

年間359日

0.200

22
3,008
3,030

予算費目
年度決算20

3目標

22平成

目標
実績

平成

クラブ数

4,498

1,257

10

0.000 0

2,869
2,903

34

1,229

3,259

年度予算 備考
公民館費

年度決算

0.200
3,269

0.200

19

21

地 方 債

平成

359

19

会　　計 一般会計

事業の
活動内容

具体的にどのような活動を行いますか。（主なもの５つまで）

夜間・休日等の施設維持管理

消防設備の点検

電気の保安業務

保安警備の業務

年度 最終目標年度計算式又は指標設定理由 年度 平成平成単位

国 庫 支 出 金

社会教育費

事業の
対象・目的 目的（どうい

う状態にし
たいのか）

最終的 地区市民の方々の教養の向上、資質等の向上、生活文化や教育文化の振興を図ります。

今年度

対象（誰を、
何を）

阿波市民

部局名

総合計画

３ 全部委託
４ 補助等

平成
事業の開始・終了

５ 補助金・負担金・支援
６ 内部管理事務・その他

１ 直営
２ 一部委託

事業運営方法事業区分
１ ソフト事業
２ ハード事業

３ 経常的事務事業
４ 施設の維持管理

課名教育委員会

基本事務事業名 吉野中央公民館施設管理事業

公民館
事務事業名 公民館施設管理事業

期間設定なし

高橋昭博
シート作成日

教育費

平成22年6月10日
シート作成者名主務課長名 江本豊

平成

公的関与

359
日

目標

実績 3
19

359
実績

359
359

Ｄ
Ｏ

0

直接事業費

人件費（Ｂ）

一 般 財 源
計（Ａ）

県 支 出 金

全体事業費（Ａ＋Ｂ）

その他特定財源

1,224
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総合評価
Ｂ

施設の老朽化が進んでいるため、整備が必要です。

拡大・充実

地区市民の方々が今以上に使用・利用しやすい公民館として、予算の許す限り
整備を図ります。

民間委託等

一次評価

縮小

当面の
課題

今後の
方向性

現状維持

管理業務について改善する必要があります。

二次評価での指摘事項及び一次評価との相違点

民間委託等現状維持
統合/終期設定

方法改善 拡大・充実 方法改善
縮小廃止/休止 統合/終期設定

Ｂ2
有効性必要性

4
達成度

3
効率性評価点

4

２．他の実施主体のノウハウや新たな制度を活用できる。

4
達成度

3
有効性

4 2
効率性

必
要
性

４．事業の継続をしても成果の向上が期待できない。

３．予算・人員と成果の関係で、実施手段等を見直す余地がある。

効
率
性

各種団体が有効的に利用してい
ます。

クラブ数が少ないので、新規の
クラブが結成されるよう、呼びか
けていきたいです。

二次評価一次評価の説明
地域の方々が積極的に利用して
いるため、必要性は十分にある
と思います。

多種・多様の方々が使用しやす
い、利用しやすい公民館となる
よう、施設整備の見直し、維持
管理、効率性を高めていきたい
と思います。

４．住民ニーズの低下がみられたり、近隣自治体と比較してニーズを
　　上回るサービスとなっている。

１．市が実施しなくても、公平性・公正性が確保できる等、他の実施
　　主体があり、事業を廃止・休止しても影響は大きくない。

Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ

３．市が実施する施策の中で類似・重複した事務事業が存在する。

２．厳しい財政状況の中、次年度以降実施する緊急性が認められない。

３．住民満足度の向上のために、現在の手段、方法等の改善の余地がある。

４．電子化や契約方法の変更などによりコスト削減の余地がある。

１．効果に比べてコストが高い。

３．目標設定に対して概ね目標を達成していると思う。

１．目標設定に対して進捗状況が劣っていると思う。

２．目標設定に対して成果があまり上がっていないと思う。

チェック項目

有
効
性

達
成
度

４．目標設定に対して十分に目標を達成していると思う。

１．施策の目的を実現するために、事業内容が必ずしも適切とはいえない。

２．事業内容のマンネリ化など、施策への貢献度が著しく高いとはいえない。

Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

一次評価
必要性

委員会
指摘事項

改革案
と実行
計画

廃止/休止

二次評価
総合評価

　目標に比べて劣っている

　あまり上がっていない

　概ね達成している

　十分達成している

　目標に比べて劣っている

　あまり上がっていない

　概ね達成している

　十分達成している

　いえない 　いえる

　いえない 　いえる

　する 　しない

　できない 　できる

　いえない 　いえる

　いえない 　いえる

　する 　しない

　できない 　できる

　ない 　ある

　ある 　ない

　少ない 　大きい

　いる 　いない

　ない 　ある

　ある 　ない

　少ない 　大きい

　いる 　いない

　高い 　適当

　できる 　できない

　ある 　ない

　ある 　ない

　高い 　適当

　できる 　できない

　ある 　ない

　ある 　ない



阿波市全庁評価シート　平成21年度実施事業対象

Ｎｏ． 40 － 4 9

年 ～ 年

①
②
③
④
⑤

20 21 22

款 10 項 5 目 3

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

人 千円 人 千円 人 千円

人 千円 人 千円 人 千円

千円 千円 千円

基本構想(政策)
基本計画(施策)

主要施策

１．人が輝くまちづくり
（２）生涯学習の充実
（５）特色ある生涯学習プログラムの整備・提供 ２ 非該当

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ

根拠法令等

実施計画
１ 該当

社会教育法　阿波市公民館条例

臨時･嘱託職種

平成

正職員工数･経費

0
68

0.000
665

臨時･嘱託工数･経費

数値目標
（事業の目的
及び活動内
容の達成度
を測る指標）

三世代間ふれあい料理
教室参加者数

指標名

0.000

　　　　1回　　　　７０人

0.100

53
53

予算費目
年度決算20

目標

22平成

目標
実績

平成

675
0.000 0

68
68

615

60

年度予算 備考
公民館費

年度決算

0.100
60

0.100

21

地 方 債

平成

60

会　　計 一般会計

事業の
活動内容

具体的にどのような活動を行いますか。（主なもの５つまで）

小学校6年児童による芸能発表会

栄養士による栄養指導

三世代間ふれあい料理実習

健康講座

年度 最終目標年度計算式又は指標設定理由 年度 平成平成単位

国 庫 支 出 金

社会教育費

事業の
対象・目的 目的（どうい

う状態にし
たいのか）

最終的 三世代が一緒に雛祭り料理を作り、健康講座や演芸を開催しお節句と卒業を祝い、人との出会い体験学習を実施しています。

今年度

対象（誰を、
何を）

八幡老人クラブ・八幡婦人会ヘルスメイト・八幡小学校6年生児童

部局名

総合計画

３ 全部委託
４ 補助等

平成
事業の開始・終了

５ 補助金・負担金・支援
６ 内部管理事務・その他

１ 直営
２ 一部委託

事業運営方法事業区分
１ ソフト事業
２ ハード事業

３ 経常的事務事業
４ 施設の維持管理

課名教育委員会

基本事務事業名 八幡公民館企画運営事業
公民館

事務事業名 三世代ふれあい事業

期間設定なし

長瀬和文
シート作成日

教育費

平成22年6月7日
シート作成者名主務課長名 江本豊

平成

公的関与

65
人

目標

実績

75
実績

70
64

Ｄ
Ｏ

0

直接事業費

人件費（Ｂ）

一 般 財 源
計（Ａ）

県 支 出 金

全体事業費（Ａ＋Ｂ）

その他特定財源

612



阿波市全庁評価シート　平成21年度実施事業対象

総合評価
Ａ

事業内容を充実したプログラムとなるよう努めます。

拡大・充実

三世代ふれあい事業として、地域に根づいており時代にマッチした企画運営をし
ていきたいと思います。

民間委託等

一次評価

縮小

当面の
課題

今後の
方向性

現状維持

引き続き推進します。

二次評価での指摘事項及び一次評価との相違点

民間委託等現状維持
統合/終期設定

方法改善 拡大・充実 方法改善
縮小廃止/休止 統合/終期設定

Ａ4
有効性必要性

4
達成度

4
効率性評価点

4

２．他の実施主体のノウハウや新たな制度を活用できる。

4
達成度

4
有効性

4 4
効率性

必
要
性

４．事業の継続をしても成果の向上が期待できない。

３．予算・人員と成果の関係で、実施手段等を見直す余地がある。

効
率
性

お節句と児童の卒業を祝う行事
として地域の方にも定着してお
り、有効性は高いです。

参加者には、大変好評です。

二次評価一次評価の説明
三世代が一堂に集い、料理作り
を通して、人と人とがふれあうこ
とにより色々と学ぶことが多いで
す。

経費の面からも、活動内容も充
実し効率性は高いです。

４．住民ニーズの低下がみられたり、近隣自治体と比較してニーズを
　　上回るサービスとなっている。

１．市が実施しなくても、公平性・公正性が確保できる等、他の実施
　　主体があり、事業を廃止・休止しても影響は大きくない。

Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ

３．市が実施する施策の中で類似・重複した事務事業が存在する。

２．厳しい財政状況の中、次年度以降実施する緊急性が認められない。

３．住民満足度の向上のために、現在の手段、方法等の改善の余地がある。

４．電子化や契約方法の変更などによりコスト削減の余地がある。

１．効果に比べてコストが高い。

３．目標設定に対して概ね目標を達成していると思う。

１．目標設定に対して進捗状況が劣っていると思う。

２．目標設定に対して成果があまり上がっていないと思う。

チェック項目

有
効
性

達
成
度

４．目標設定に対して十分に目標を達成していると思う。

１．施策の目的を実現するために、事業内容が必ずしも適切とはいえない。

２．事業内容のマンネリ化など、施策への貢献度が著しく高いとはいえない。

Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

一次評価
必要性

委員会
指摘事項

改革案
と実行
計画

廃止/休止

二次評価
総合評価

　目標に比べて劣っている

　あまり上がっていない

　概ね達成している

　十分達成している

　目標に比べて劣っている

　あまり上がっていない

　概ね達成している

　十分達成している

　いえない 　いえる

　いえない 　いえる

　する 　しない

　できない 　できる

　いえない 　いえる

　いえない 　いえる

　する 　しない

　できない 　できる

　ない 　ある

　ある 　ない

　少ない 　大きい

　いる 　いない

　ない 　ある

　ある 　ない

　少ない 　大きい

　いる 　いない

　高い 　適当

　できる 　できない

　ある 　ない

　ある 　ない

　高い 　適当

　できる 　できない

　ある 　ない

　ある 　ない



阿波市全庁評価シート　平成21年度実施事業対象

Ｎｏ． 40 － 5 9

年 ～ 年

①
②
③
④
⑤

20 21 22

款 10 項 5 目 3

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

人 千円 人 千円 人 千円

人 千円 人 千円 人 千円

千円 千円 千円全体事業費（Ａ＋Ｂ）

その他特定財源

1,224

Ｄ
Ｏ

0

直接事業費

人件費（Ｂ）

一 般 財 源
計（Ａ）

県 支 出 金

68
人

目標

実績 300
300

80
実績

80
70

期間設定なし

長瀬　和文
シート作成日

教育費

平成22年6月7日
シート作成者名主務課長名 江本豊

平成

公的関与

課名教育委員会

基本事務事業名 八幡公民館企画運営事業
公民館

事務事業名 地域ふれあい事業

事業運営方法事業区分
１ ソフト事業
２ ハード事業

３ 経常的事務事業
４ 施設の維持管理

部局名

総合計画

３ 全部委託
４ 補助等

平成
事業の開始・終了

５ 補助金・負担金・支援
６ 内部管理事務・その他

１ 直営
２ 一部委託

事業の
対象・目的 目的（どうい

う状態にし
たいのか）

最終的 少子高齢化の中で幅広い年齢層に、体験学習や発表の機会を提供してふれあいを深めていきます。

今年度

対象（誰を、
何を）

八幡老人クラブ会員、八幡第一保育所児童、八幡幼稚園児

年度 最終目標年度計算式又は指標設定理由 年度 平成平成単位

事業の
活動内容

具体的にどのような活動を行いますか。（主なもの５つまで）
八幡第一保育所児童と高齢者とのふれあい交流会

八幡第一保育所児童と高齢者とのふれあい体験事業（ミニ運動会・クリスマス会・もちつき大会）

八幡幼稚園児と高齢者との交通安全キャンペーン

地 方 債

平成

80

300

会　　計 一般会計

　　1回　　　　５0人 人

294

21

0.200
14

0.200

5050
45

年度予算 備考
公民館費

50

年度決算
社会教育費

1,243

1,257

0.000 0

4
4

1,229

14

22平成

目標
実績 40

平成

13

予算費目
年度決算20

300目標
人

国 庫 支 出 金

数値目標
（事業の目的
及び活動内
容の達成度
を測る指標）

ふれあい交流会

ふれあい体験事業

交通安全キャンペーン

指標名

0.000

　　1回　　　　80人

0.200

13

0
1,261

0.000
1,237

臨時･嘱託工数･経費

社会教育法　阿波市公民館条例

臨時･嘱託職種

平成

正職員工数･経費

　　4回　　　　75人

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ

根拠法令等

実施計画
１ 該当
２ 非該当

基本構想(政策)
基本計画(施策)

主要施策

１．人が輝くまちづくり
（２）生涯学習の充実
（５）特色ある生涯学習プログラムの整備・提供



阿波市全庁評価シート　平成21年度実施事業対象

Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

一次評価
必要性

委員会
指摘事項

改革案
と実行
計画

廃止/休止

二次評価
総合評価

有
効
性

達
成
度

４．目標設定に対して十分に目標を達成していると思う。

１．施策の目的を実現するために、事業内容が必ずしも適切とはいえない。

２．事業内容のマンネリ化など、施策への貢献度が著しく高いとはいえない。

３．市が実施する施策の中で類似・重複した事務事業が存在する。

２．厳しい財政状況の中、次年度以降実施する緊急性が認められない。

３．住民満足度の向上のために、現在の手段、方法等の改善の余地がある。

チェック項目

１．効果に比べてコストが高い。

３．目標設定に対して概ね目標を達成していると思う。

１．目標設定に対して進捗状況が劣っていると思う。

２．目標設定に対して成果があまり上がっていないと思う。

４．電子化や契約方法の変更などによりコスト削減の余地がある。

４．住民ニーズの低下がみられたり、近隣自治体と比較してニーズを
　　上回るサービスとなっている。

１．市が実施しなくても、公平性・公正性が確保できる等、他の実施
　　主体があり、事業を廃止・休止しても影響は大きくない。

Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ

経費面からみても参加者が多く
効率性は高いです。

二次評価一次評価の説明
少子高齢化が進む中、異世代と
の交流はふれあいを高める事業
として必要性は高いです。

充実した事業内容であり、児童
と地域の人たちとの和を広げる
ため有効性は高いです。

参加者には、喜んでいただいて
います。

効
率
性

必
要
性

４．事業の継続をしても成果の向上が期待できない。

３．予算・人員と成果の関係で、実施手段等を見直す余地がある。

評価点
4

２．他の実施主体のノウハウや新たな制度を活用できる。

4
達成度

4
有効性

4 4
効率性

Ａ4
有効性必要性

4
達成度

3
効率性

方法改善 拡大・充実 方法改善
縮小廃止/休止 統合/終期設定

民間委託等 民間委託等
縮小

当面の
課題

今後の
方向性

現状維持 現状維持
統合/終期設定

引き続き推進します。

二次評価での指摘事項及び一次評価との相違点

総合評価
Ａ

事業内容を工夫し、地域に密着した事業の展開となるような企画を立てたいと思
います。

拡大・充実

地域住民の学習ニーズも多様化し、高度になってきていることから時代にマッチ
した内容に努めていきます。

一次評価

　目標に比べて劣っている

　あまり上がっていない

　概ね達成している

　十分達成している

　目標に比べて劣っている

　あまり上がっていない

　概ね達成している

　十分達成している

　いえない 　いえる

　いえない 　いえる

　する 　しない

　できない 　できる

　いえない 　いえる

　いえない 　いえる

　する 　しない

　できない 　できる

　ない 　ある

　ある 　ない

　少ない 　大きい

　いる 　いない

　ない 　ある

　ある 　ない

　少ない 　大きい

　いる 　いない

　高い 　適当

　できる 　できない

　ある 　ない

　ある 　ない

　高い 　適当

　できる 　できない

　ある 　ない

　ある 　ない



阿波市全庁評価シート　平成21年度実施事業対象

Ｎｏ． 40 － 6 9

年 ～ 年

①
②
③
④
⑤

20 21 22

款 10 項 5 目 3

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

人 千円 人 千円 人 千円

人 千円 人 千円 人 千円

千円 千円 千円全体事業費（Ａ＋Ｂ）

その他特定財源

3,059

Ｄ
Ｏ

0

直接事業費

人件費（Ｂ）

一 般 財 源
計（Ａ）

県 支 出 金

190
人

目標

実績 690
700

210
実績

200
180

期間設定なし

長瀬　和文
シート作成日

教育費

平成22年6月7日
シート作成者名主務課長名 江本豊

平成

公的関与

課名教育委員会

基本事務事業名 八幡公民館生活文化振興事業

公民館
事務事業名 各種団体の育成事業

事業運営方法事業区分
１ ソフト事業
２ ハード事業

３ 経常的事務事業
４ 施設の維持管理

部局名

総合計画

３ 全部委託
４ 補助等

平成
事業の開始・終了

５ 補助金・負担金・支援
６ 内部管理事務・その他

１ 直営
２ 一部委託

事業の
対象・目的 目的（どうい

う状態にし
たいのか）

最終的
老人クラブ、婦人会、各種講座等に積極的に参加し、教養の増進、生活文化の振興、社会福祉の向上のために自主的活動ができる
補助をします。

今年度

対象（誰を、
何を）

市内住民(一定区域内）

年度 最終目標年度計算式又は指標設定理由 年度 平成平成単位

事業の
活動内容

具体的にどのような活動を行いますか。（主なもの５つまで）

各種趣味クラブの連絡・調整（詩吟・カラオケ･生け花・パッチワーク・ちぎり絵･阿波踊り体操等）

成人講座(歴史に関する研究会）

八幡老人クラブ育成事業（高齢者講座、スポーツ活動、交通安全事業、薬草研究会、地域こども見守り隊事業、奉仕作業等）

八幡婦人会育成事業（生け花・お茶の作法の習得講座、健康講座、料理教室、ボランティア活動、日赤奉仕団活動等）

地 方 債

平成

200

680

会　　計 一般会計

　１３団体　　　５0人 人

680

21

0.500
249

0.500

600600
603

年度予算 備考
公民館費

610

年度決算
社会教育費

3,322

3,142

0.000 0

185
185

3,073

249

22平成

目標
実績 596

平成

222

予算費目
年度決算20

680目標
人

国 庫 支 出 金

数値目標
（事業の目的
及び活動内
容の達成度
を測る指標）

成人講座参加者数

老人クラブ事業参加者
数

各種趣味クラブ参加者
数

指標名

0.000

　　４回　　　　５0人

0.500

222

0
3,327

0.000
3,281

臨時･嘱託工数･経費

社会教育法　阿波市公民館条例

臨時･嘱託職種

平成

正職員工数･経費

　３４回　　　　２０人

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ

根拠法令等

実施計画
１ 該当
２ 非該当

基本構想(政策)
基本計画(施策)

主要施策

１．人が輝くまちづくり
（２）生涯学習の充実
（６）関係団体の育成



阿波市全庁評価シート　平成21年度実施事業対象

Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

一次評価
必要性

委員会
指摘事項

改革案
と実行
計画

廃止/休止

二次評価
総合評価

有
効
性

達
成
度

４．目標設定に対して十分に目標を達成していると思う。

１．施策の目的を実現するために、事業内容が必ずしも適切とはいえない。

２．事業内容のマンネリ化など、施策への貢献度が著しく高いとはいえない。

３．市が実施する施策の中で類似・重複した事務事業が存在する。

２．厳しい財政状況の中、次年度以降実施する緊急性が認められない。

３．住民満足度の向上のために、現在の手段、方法等の改善の余地がある。

チェック項目

１．効果に比べてコストが高い。

３．目標設定に対して概ね目標を達成していると思う。

１．目標設定に対して進捗状況が劣っていると思う。

２．目標設定に対して成果があまり上がっていないと思う。

４．電子化や契約方法の変更などによりコスト削減の余地がある。

４．住民ニーズの低下がみられたり、近隣自治体と比較してニーズを
　　上回るサービスとなっている。

１．市が実施しなくても、公平性・公正性が確保できる等、他の実施
　　主体があり、事業を廃止・休止しても影響は大きくない。

Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ

利用者数・団体数も多く、効率よ
く活動されています。

二次評価一次評価の説明
地域･仲間・生活文化づくりの拠
点として、主体的、自主的に参
加し活動できる事業として必要
性はあります。

各種団体が、各々に事業を企画
運営をし活発に活動しており有
効性は高いです。

地域の人たちの輪が広がってお
り、利用者もおおく十分達成して
います。

効
率
性

必
要
性

４．事業の継続をしても成果の向上が期待できない。

３．予算・人員と成果の関係で、実施手段等を見直す余地がある。

評価点
4

２．他の実施主体のノウハウや新たな制度を活用できる。

4
達成度

4
有効性

4 4
効率性

Ａ3
有効性必要性

4
達成度

4
効率性

方法改善 拡大・充実 方法改善
縮小廃止/休止 統合/終期設定

民間委託等 民間委託等
縮小

当面の
課題

今後の
方向性

現状維持 現状維持
統合/終期設定

職員数が削減されている中、将来的に各種団体の自主運営ができるようサポー
トしていく必要があります。

二次評価での指摘事項及び一次評価との相違点

総合評価
Ａ

経費が削減される中での活動は活発であり利用者のニーズ、新しいクラブ活動
にも対応する必要があります。

拡大・充実

限られた経費内で、活動が維持できるよう工夫する必要があります。

一次評価

　目標に比べて劣っている

　あまり上がっていない

　概ね達成している

　十分達成している

　目標に比べて劣っている

　あまり上がっていない

　概ね達成している

　十分達成している

　いえない 　いえる

　いえない 　いえる

　する 　しない

　できない 　できる

　いえない 　いえる

　いえない 　いえる

　する 　しない

　できない 　できる

　ない 　ある

　ある 　ない

　少ない 　大きい

　いる 　いない

　ない 　ある

　ある 　ない

　少ない 　大きい

　いる 　いない

　高い 　適当

　できる 　できない

　ある 　ない

　ある 　ない

　高い 　適当

　できる 　できない

　ある 　ない

　ある 　ない



阿波市全庁評価シート　平成21年度実施事業対象

Ｎｏ． 40 － 7 9

年 ～ 年

①
②
③
④
⑤

20 21 22

款 10 項 5 目 3

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

人 千円 人 千円 人 千円

人 千円 人 千円 人 千円

千円 千円 千円

基本構想(政策)
基本計画(施策)

主要施策

１．人が輝くまちづくり
（２）生涯学習の充実
（５）特色ある生涯学習プログラムの整備・提供 ２ 非該当

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ

根拠法令等

実施計画
１ 該当

社会教育法　阿波市公民館条例

臨時･嘱託職種

平成

正職員工数･経費

阿波踊り体操　外１７

0
2,777

0.000
2,832

臨時･嘱託工数･経費

数値目標
（事業の目的
及び活動内
容の達成度
を測る指標）

開館日数

利用団体数

指標名

0.000

　開館日数　　３５９日

0.200

1,608
1,608

予算費目
年度決算20

22目標

22平成

目標
実績

平成

クラブ数

3,010

1,257

1

0.000 0

1,505
1,520

15

1,229

1,780

年度予算 備考
公民館費

年度決算

0.200
1,781

0.200

22

21

地 方 債

平成

359

18

会　　計 一般会計

事業の
活動内容

具体的にどのような活動を行いますか。（主なもの５つまで）

浄化槽の清掃点検業務

公民館の全館清掃業務

公民館貸し出しの連絡調整事務

電気保安業務

消防設備の点検業務

年度 最終目標年度計算式又は指標設定理由 年度 平成平成単位

国 庫 支 出 金

社会教育費

事業の
対象・目的 目的（どうい

う状態にし
たいのか）

最終的
地域生涯学習活動の拠点として、生活文化の振興、社会振興の増進に寄与することを目的に設置し、利用者が安全で快適に活動で
きるよう維持管理を図ります。

今年度

対象（誰を、
何を）

市内住民

部局名

総合計画

３ 全部委託
４ 補助等

平成
事業の開始・終了

５ 補助金・負担金・支援
６ 内部管理事務・その他

１ 直営
２ 一部委託

事業運営方法事業区分
１ ソフト事業
２ ハード事業

３ 経常的事務事業
４ 施設の維持管理

課名教育委員会

基本事務事業名 八幡公民館施設管理事業
公民館

事務事業名 公民館施設管理事業

期間設定なし

長瀬　和文
シート作成日

教育費

平成22年6月7日
シート作成者名主務課長名 江本豊

平成

公的関与

359
日

目標

実績 22
22

359
実績

359
359

Ｄ
Ｏ

0

直接事業費

人件費（Ｂ）

一 般 財 源
計（Ａ）

県 支 出 金

全体事業費（Ａ＋Ｂ）

その他特定財源

1,224



阿波市全庁評価シート　平成21年度実施事業対象

総合評価
Ａ

老朽化が進んでおり、経済危機対策臨時交付金事業で修繕工事を予定していま
す。

拡大・充実

公民館修繕工事と、駐車場として民間の用地を借り上げる計画をしています。

民間委託等

一次評価

縮小

当面の
課題

今後の
方向性

現状維持

職員が削減される中業務の一部委託等や職員の配置について見直しが必要が
あります。

二次評価での指摘事項及び一次評価との相違点

民間委託等現状維持
統合/終期設定

方法改善 拡大・充実 方法改善
縮小廃止/休止 統合/終期設定

Ａ3
有効性必要性

4
達成度

4
効率性評価点

4

２．他の実施主体のノウハウや新たな制度を活用できる。

4
達成度

4
有効性

4 4
効率性

必
要
性

４．事業の継続をしても成果の向上が期待できない。

３．予算・人員と成果の関係で、実施手段等を見直す余地がある。

効
率
性

施設は老朽化が進んでいます
が、日常的に維持管理に努めて
いるため、利用者には有効性が
高いです。

各種講座・団体等に利用され目
標達成度は高いです。

二次評価一次評価の説明
地域に密着した施設であり、研
修・発表・学習・集会等に利用し
安心して活動できるため必要で
ある。

市内の同じ地域をまとめて、委
託契約や公民館総合補償契約
をし、経費の節約つとめ維持管
理をしており効率性は高いで
す。

４．住民ニーズの低下がみられたり、近隣自治体と比較してニーズを
　　上回るサービスとなっている。

１．市が実施しなくても、公平性・公正性が確保できる等、他の実施
　　主体があり、事業を廃止・休止しても影響は大きくない。

Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ

３．市が実施する施策の中で類似・重複した事務事業が存在する。

２．厳しい財政状況の中、次年度以降実施する緊急性が認められない。

３．住民満足度の向上のために、現在の手段、方法等の改善の余地がある。

４．電子化や契約方法の変更などによりコスト削減の余地がある。

１．効果に比べてコストが高い。

３．目標設定に対して概ね目標を達成していると思う。

１．目標設定に対して進捗状況が劣っていると思う。

２．目標設定に対して成果があまり上がっていないと思う。

チェック項目

有
効
性

達
成
度

４．目標設定に対して十分に目標を達成していると思う。

１．施策の目的を実現するために、事業内容が必ずしも適切とはいえない。

２．事業内容のマンネリ化など、施策への貢献度が著しく高いとはいえない。

Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

一次評価
必要性

委員会
指摘事項

改革案
と実行
計画

廃止/休止

二次評価
総合評価

　目標に比べて劣っている

　あまり上がっていない

　概ね達成している

　十分達成している

　目標に比べて劣っている

　あまり上がっていない

　概ね達成している

　十分達成している

　いえない 　いえる

　いえない 　いえる

　する 　しない

　できない 　できる

　いえない 　いえる

　いえない 　いえる

　する 　しない

　できない 　できる

　ない 　ある

　ある 　ない

　少ない 　大きい

　いる 　いない

　ない 　ある

　ある 　ない

　少ない 　大きい

　いる 　いない

　高い 　適当

　できる 　できない

　ある 　ない

　ある 　ない

　高い 　適当

　できる 　できない

　ある 　ない

　ある 　ない



阿波市全庁評価シート　平成21年度実施事業対象

Ｎｏ． 40 ー 8 8

年 ～ 年

①
②
③
④
⑤

20 21 22

款 10 項 5 目 3

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

人 千円 人 千円 人 千円

人 千円 人 千円 人 千円

千円 千円 千円

基本構想(政策)
基本計画(施策)

主要施策

１．人が輝くまちづくり
（２）生涯学習の充実
（５）特色ある生涯学習プログラムの整備・提供 ２ 非該当

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ

根拠法令等

実施計画
１ 該当

社会教育法　阿波市公民館条例

臨時･嘱託職種

平成

正職員工数･経費

0

0

0
1,485

0.000
1,439

臨時･嘱託工数･経費

数値目標
（事業の目的
及び活動内
容の達成度
を測る指標）

参加者数

指標名

0.000

　　１回　　　　１００人

0.200

0
215
215

予算費目
年度決算20

目標

22

0

平成

目標
実績

平成

1,429

1,257

0

0.000 0

228
228

0

1,229

200

年度予算 備考
公民館費

年度決算

0.200

0 0
0

200
0.200

21

　→

地 方 債

平成

100

会　　計 一般会計

0

事業の
活動内容

具体的にどのような活動を行いますか。（主なもの５つまで）
市内幼稚園・小学生低学年、保護者を対象に観劇（休日開催）

観劇後、劇団の人が道具等を実際に触れさせてくれる体験学習

年度 最終目標年度計算式又は指標設定理由 年度 平成平成単位

国 庫 支 出 金

社会教育費

事業の
対象・目的 目的（どうい

う状態にし
たいのか）

最終的
少子化が進行している中、観劇を通して子ども達の夢や創造力や感性を豊かにすると共に親子並びに友達とのコミュニケーションを
図ります。

今年度

対象（誰を、
何を）

市内園児・小学生

部局名

総合計画

３ 全部委託
４ 補助等

平成
事業の開始・終了

５ 補助金・負担金・支援
６ 内部管理事務・その他

１ 直営
２ 一部委託

事業運営方法事業区分
１ ソフト事業
２ ハード事業

３ 経常的事務事業
４ 施設の維持管理

課名教育委員会

基本事務事業名 市場公民館企画運営事業
公民館

事務事業名 文化ふれあいフォーラム

期間設定なし

坂東令子
シート作成日

教育費

平成22年6月1日
シート作成者名主務課長名 江本豊

平成

公的関与

95
人

目標

実績

100
実績

100
98

Ｄ
Ｏ

0

0
0

直接事業費

人件費（Ｂ）

一 般 財 源
計（Ａ）

県 支 出 金

全体事業費（Ａ＋Ｂ）

その他特定財源

1,224



阿波市全庁評価シート　平成21年度実施事業対象

総合評価
Ａ

事業がマンネリ化しないように事業内容を工夫し地域に密着した事業の展開とな
るような企画に努めていきたいと思います。

拡大・充実

学習課題や学習ニーズもますます多様化・高度化していることから、新しい時代
にマッチした内容の充実に努めていきたいと思います。

民間委託等

一次評価

縮小

当面の
課題

今後の
方向性

現状維持

マンネリ化しないようニーズの把握に努める必要があります。

二次評価での指摘事項及び一次評価との相違点

民間委託等現状維持
統合/終期設定

方法改善 拡大・充実 方法改善
縮小廃止/休止 統合/終期設定

Ａ3
有効性必要性

4
達成度

4
効率性評価点

4

２．他の実施主体のノウハウや新たな制度を活用できる。

4
達成度

4
有効性

4 4
効率性

必
要
性

４．事業の継続をしても成果の向上が期待できない。

３．予算・人員と成果の関係で、実施手段等を見直す余地がある。

効
率
性

内容も豊富であり、親子や地域
の子ども達との和を広げる事業
として有効性は高いです。

参加者には、大変好評で目的を
達成できています。

二次評価一次評価の説明
素朴な実演が子ども達の創造力
や感性を豊かにし、ふれあいを
深める事業として必要性は高い
です。

親子のふれあいの場の少ない
時代に参加者数も多く事業効率
は高いです。

４．住民ニーズの低下がみられたり、近隣自治体と比較してニーズを
　　上回るサービスとなっている。

１．市が実施しなくても、公平性・公正性が確保できる等、他の実施
　　主体があり、事業を廃止・休止しても影響は大きくない。

Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ

３．市が実施する施策の中で類似・重複した事務事業が存在する。

２．厳しい財政状況の中、次年度以降実施する緊急性が認められない。

３．住民満足度の向上のために、現在の手段、方法等の改善の余地がある。

４．電子化や契約方法の変更などによりコスト削減の余地がある。

１．効果に比べてコストが高い。

３．目標設定に対して概ね目標を達成していると思う。

１．目標設定に対して進捗状況が劣っていると思う。

２．目標設定に対して成果があまり上がっていないと思う。

チェック項目

有
効
性

達
成
度

４．目標設定に対して十分に目標を達成していると思う。

１．施策の目的を実現するために、事業内容が必ずしも適切とはいえない。

２．事業内容のマンネリ化など、施策への貢献度が著しく高いとはいえない。

Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

一次評価
必要性

委員会
指摘事項

改革案
と実行
計画

廃止/休止

二次評価
総合評価

　目標に比べて劣っている

　あまり上がっていない

　概ね達成している

　十分達成している

　目標に比べて劣っている

　あまり上がっていない

　概ね達成している

　十分達成している

　いえない 　いえる

　いえない 　いえる

　する 　しない

　できない 　できる

　いえない 　いえる

　いえない 　いえる

　する 　しない

　できない 　できる

　ない 　ある

　ある 　ない

　少ない 　大きい

　いる 　いない

　ない 　ある

　ある 　ない

　少ない 　大きい

　いる 　いない

　高い 　適当

　できる 　できない

　ある 　ない

　ある 　ない

　高い 　適当

　できる 　できない

　ある 　ない

　ある 　ない



阿波市全庁評価シート　平成21年度実施事業対象

Ｎｏ． 40 － 9 9

年 ～ 年

①
②
③
④
⑤

20 21 22

款 10 項 5 目 3

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

人 千円 人 千円 人 千円

人 千円 人 千円 人 千円

千円 千円 千円

基本構想(政策)
基本計画(施策)

主要施策

１．人が輝くまちづくり
（２）生涯学習の充実
（５）特色ある生涯学習プログラムの整備・提供 ２ 非該当

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ

根拠法令等

実施計画
１ 該当

社会教育法　阿波市公民館条例

臨時･嘱託職種

平成

正職員工数･経費

0

0

0
1,364

0.000
1,324

臨時･嘱託工数･経費

数値目標
（事業の目的
及び活動内
容の達成度
を測る指標）

参加者数

指標名

0.000

　３回　×　３０人

0.200

0
100
100

予算費目
年度決算20

目標

22

0

平成

目標
実績

平成

1,329

1,257

0.000 0

107
107

0

1,229

100

年度予算 備考
公民館費

年度決算

0.200

0

100
0.200

21

　→

地 方 債

平成

90

会　　計 一般会計

事業の
活動内容

具体的にどのような活動を行いますか。（主なもの５つまで）
講師を招いて実技・講習会 （年２回開催）

受講生募集方法は、阿波市広報・有線テレビ放送　等
材料費用は実費

年度 最終目標年度計算式又は指標設定理由 年度 平成平成単位

国 庫 支 出 金

社会教育費

事業の
対象・目的 目的（どうい

う状態にし
たいのか）

最終的 ガーデニングを通して花いっぱい運動を広げて、住民の交流と心豊かな人づくりの機会を提供しふれあいを深めていきます。

今年度

対象（誰を、
何を）

市内住民

部局名

総合計画

３ 全部委託
４ 補助等

平成
事業の開始・終了

５ 補助金・負担金・支援
６ 内部管理事務・その他

１ 直営
２ 一部委託

事業運営方法事業区分
１ ソフト事業
２ ハード事業

３ 経常的事務事業
４ 施設の維持管理

課名教育委員会

基本事務事業名 市場公民館企画運営事業
公民館

事務事業名 ガーデニング教室

期間設定なし

坂東令子
シート作成日

教育費

平成22年6月1日
シート作成者名主務課長名 江本豊

平成

公的関与

66
人

目標

実績

80
実績

80
70

Ｄ
Ｏ

0

0
0

直接事業費

人件費（Ｂ）

一 般 財 源
計（Ａ）

県 支 出 金

全体事業費（Ａ＋Ｂ）

その他特定財源

1,224



阿波市全庁評価シート　平成21年度実施事業対象

総合評価
Ａ

事業がマンネリ化しないように、事業内容を工夫し地域に密着した事業の展開と
なるような企画に努めていきたいと思います。

拡大・充実

新しい時代にマッチした事業内容の充実に努めていきます。

民間委託等

一次評価

縮小

当面の
課題

今後の
方向性

現状維持

引き続き推進します。

二次評価での指摘事項及び一次評価との相違点

民間委託等現状維持
統合/終期設定

方法改善 拡大・充実 方法改善
縮小廃止/休止 統合/終期設定

Ａ4
有効性必要性

4
達成度

4
効率性評価点

4

２．他の実施主体のノウハウや新たな制度を活用できる。

4
達成度

4
有効性

4 4
効率性

必
要
性

４．事業の継続をしても成果の向上が期待できない。

３．予算・人員と成果の関係で、実施手段等を見直す余地がある。

効
率
性

地域の人達にこの事業が定着し
ており、実技講習会の内容も豊
富であり有効性は高いです。

参加者の人達の輪が広がってお
り参加希望者も多く、十分達成
できでおります。

二次評価一次評価の説明
環境美化や地域づくり、仲間づく
りの交流の場の確保を図る面か
ら必要性は高まっています。

経費面から見ても参加率も高く、
材料費は参加者負担であり効率
性は高いです。

４．住民ニーズの低下がみられたり、近隣自治体と比較してニーズを
　　上回るサービスとなっている。

１．市が実施しなくても、公平性・公正性が確保できる等、他の実施
　　主体があり、事業を廃止・休止しても影響は大きくない。

Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ

３．市が実施する施策の中で類似・重複した事務事業が存在する。

２．厳しい財政状況の中、次年度以降実施する緊急性が認められない。

３．住民満足度の向上のために、現在の手段、方法等の改善の余地がある。

４．電子化や契約方法の変更などによりコスト削減の余地がある。

１．効果に比べてコストが高い。

３．目標設定に対して概ね目標を達成していると思う。

１．目標設定に対して進捗状況が劣っていると思う。

２．目標設定に対して成果があまり上がっていないと思う。

チェック項目

有
効
性

達
成
度

４．目標設定に対して十分に目標を達成していると思う。

１．施策の目的を実現するために、事業内容が必ずしも適切とはいえない。

２．事業内容のマンネリ化など、施策への貢献度が著しく高いとはいえない。

Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

一次評価
必要性

委員会
指摘事項

改革案
と実行
計画

廃止/休止

二次評価
総合評価

　目標に比べて劣っている

　あまり上がっていない

　概ね達成している

　十分達成している

　目標に比べて劣っている

　あまり上がっていない

　概ね達成している

　十分達成している

　いえない 　いえる

　いえない 　いえる

　する 　しない

　できない 　できる

　いえない 　いえる

　いえない 　いえる

　する 　しない

　できない 　できる

　ない 　ある

　ある 　ない

　少ない 　大きい

　いる 　いない

　ない 　ある

　ある 　ない

　少ない 　大きい

　いる 　いない

　高い 　適当

　できる 　できない

　ある 　ない

　ある 　ない

　高い 　適当

　できる 　できない

　ある 　ない

　ある 　ない



阿波市全庁評価シート　平成21年度実施事業対象

Ｎｏ． 40 － 10 8

年 ～ 年

①
②
③
④
⑤

20 21 22

款 10 項 5 目 3

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

人 千円 人 千円 人 千円

人 千円 人 千円 人 千円

千円 千円 千円全体事業費（Ａ＋Ｂ）

その他特定財源

6,119

Ｄ
Ｏ

0

0
0

直接事業費

人件費（Ｂ）

一 般 財 源
計（Ａ）

県 支 出 金

305
人

目標

実績 280
310

350
実績

300
290

期間設定なし

坂東令子
シート作成日

教育費

平成22年6月1日
シート作成者名主務課長名 江本豊

平成

公的関与

課名教育委員会

基本事務事業名 市場公民館生活文化振興事業

公民館
事務事業名 各種団体の育成

事業運営方法事業区分
１ ソフト事業
２ ハード事業

３ 経常的事務事業
４ 施設の維持管理

部局名

総合計画

３ 全部委託
４ 補助等

平成
事業の開始・終了

５ 補助金・負担金・支援
６ 内部管理事務・その他

１ 直営
２ 一部委託

事業の
対象・目的 目的（どうい

う状態にし
たいのか）

最終的 市民の教養の向上、生活文化の振興、健康増進、社会福祉の向上のために自主的活動ができる補助をします。

今年度

対象（誰を、
何を）

市内住民 （一定区域内）

年度 最終目標年度計算式又は指標設定理由 年度 平成平成単位

事業の
活動内容

具体的にどのような活動を行いますか。（主なもの５つまで）

スポーツ活動事業（ゲートボール、グラウンドゴルフ　等）

老人クラブ育成事業

婦人会育成事業

各種講座

 →

地 方 債

平成

320

320

会　　計 一般会計

0

 ９団体 × ３０人 人

292
 →

21

1.000

0 0
0

350
1.000

270270
238

年度予算 備考
公民館費

 →250

年度決算
社会教育費

6,495

6,283

0

0.000 0

373
373

0

6,145

350

22

0

平成

目標
実績 230

平成

363

予算費目
年度決算20

300目標
人

国 庫 支 出 金

数値目標
（事業の目的
及び活動内
容の達成度
を測る指標）

老人クラブ事業参加者数

婦人会事業参加者数

各種講座参加者数

指標名

0.000

 １６回 × ２０人

1.000

0
363

0
6,656

0.000
6,482

臨時･嘱託工数･経費

社会教育法　阿波市公民館条例

臨時･嘱託職種

平成

正職員工数･経費

 １６回 × ２０人

0

0

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ

根拠法令等

実施計画
１ 該当
２ 非該当

基本構想(政策)
基本計画(施策)

主要施策

１．人が輝くまちづくり
（２）生涯学習の充実
（６）関係団体の育成



阿波市全庁評価シート　平成21年度実施事業対象

Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

一次評価
必要性

委員会
指摘事項

改革案
と実行
計画

廃止/休止

二次評価
総合評価

有
効
性

達
成
度

４．目標設定に対して十分に目標を達成していると思う。

１．施策の目的を実現するために、事業内容が必ずしも適切とはいえない。

２．事業内容のマンネリ化など、施策への貢献度が著しく高いとはいえない。

３．市が実施する施策の中で類似・重複した事務事業が存在する。

２．厳しい財政状況の中、次年度以降実施する緊急性が認められない。

３．住民満足度の向上のために、現在の手段、方法等の改善の余地がある。

チェック項目

１．効果に比べてコストが高い。

３．目標設定に対して概ね目標を達成していると思う。

１．目標設定に対して進捗状況が劣っていると思う。

２．目標設定に対して成果があまり上がっていないと思う。

４．電子化や契約方法の変更などによりコスト削減の余地がある。

４．住民ニーズの低下がみられたり、近隣自治体と比較してニーズを
　　上回るサービスとなっている。

１．市が実施しなくても、公平性・公正性が確保できる等、他の実施
　　主体があり、事業を廃止・休止しても影響は大きくない。

Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ

活動状況も活発であり利用者数
も多く効率よく活動されていま
す。

二次評価一次評価の説明
仲間づくり・生活文化づくりの拠
点として、主体的・自主的に参加
し活動できる事業であり公民館
に対するニーズは高く必要性は
高いです。

各種団体がマンネリ化しないよう
に事業の企画を補助し貢献度は
高いです。

地域住民の輪が広がりつつあり
参加者も増えており十分達成し
ています。

効
率
性

必
要
性

４．事業の継続をしても成果の向上が期待できない。

３．予算・人員と成果の関係で、実施手段等を見直す余地がある。

評価点
4

２．他の実施主体のノウハウや新たな制度を活用できる。

4
達成度

4
有効性

4 4
効率性

Ａ3
有効性必要性

4
達成度

4
効率性

方法改善 拡大・充実 方法改善
縮小廃止/休止 統合/終期設定

民間委託等 民間委託等
縮小

当面の
課題

今後の
方向性

現状維持 現状維持
統合/終期設定

職員数が削減されている中、将来的に各種団体の自主運営ができるようサポー
トしていく必要があります。

二次評価での指摘事項及び一次評価との相違点

総合評価
Ａ

活動は活発であり利用者のニーズも高まっている中、充実度を高めつつ各種団
体が自立した活動ができるように向けていく必要があります。

拡大・充実

限られた経費内で、他の公民館との調整を図りながら現在の活動が維持できる
ように対応していく必要があります。

一次評価

　目標に比べて劣っている

　あまり上がっていない

　概ね達成している

　十分達成している

　目標に比べて劣っている

　あまり上がっていない

　概ね達成している

　十分達成している

　いえない 　いえる

　いえない 　いえる

　する 　しない

　できない 　できる

　いえない 　いえる

　いえない 　いえる

　する 　しない

　できない 　できる

　ない 　ある

　ある 　ない

　少ない 　大きい

　いる 　いない

　ない 　ある

　ある 　ない

　少ない 　大きい

　いる 　いない

　高い 　適当

　できる 　できない

　ある 　ない

　ある 　ない

　高い 　適当

　できる 　できない

　ある 　ない

　ある 　ない



阿波市全庁評価シート　平成21年度実施事業対象

Ｎｏ． 40 － 11 2

年 ～ 年

①
②
③
④
⑤

20 21 22

款 10 項 5 目 3

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

人 千円 人 千円 人 千円

人 千円 人 千円 人 千円

千円 千円 千円全体事業費（Ａ＋Ｂ）

その他特定財源

3,671

Ｄ
Ｏ

0

0
0

直接事業費

人件費（Ｂ）

一 般 財 源
計（Ａ）

県 支 出 金

359
日

目標

実績 7
12

359
実績

359
359

期間設定なし

坂東令子
シート作成日

教育費

平成22年6月1日
シート作成者名主務課長名 江本豊

平成

公的関与

課名教育委員会

基本事務事業名 市場公民館施設管理事業
公民館

事務事業名 公民館施設管理事業

事業運営方法事業区分
１ ソフト事業
２ ハード事業

３ 経常的事務事業
４ 施設の維持管理

部局名

総合計画

３ 全部委託
４ 補助等

平成
事業の開始・終了

５ 補助金・負担金・支援
６ 内部管理事務・その他

１ 直営
２ 一部委託

事業の
対象・目的 目的（どうい

う状態にし
たいのか）

最終的
地域生涯学習活動の拠点として、生活文化の振興・社会振興の増進に寄与することを目的とし利用者が安全で快適に活用できるよう
維持管理を図ります。

今年度

対象（誰を、
何を）

市内住民

年度 最終目標年度計算式又は指標設定理由 年度 平成平成単位

事業の
活動内容

具体的にどのような活動を行いますか。（主なもの５つまで）

浄化槽の清掃点検業務

館内外清掃業務

公民館貸出の連絡調整事務

電気の業務

消防施設の点検業務

 →

地 方 債

平成

359

12

会　　計 一般会計

0

7
 →

21

0.400

0 0
0

787
0.400

年度予算 備考
公民館費

年度決算
社会教育費

3,245

2,513

1

0.000 0

826
826

0

2,458

786

22

0

平成

目標
実績

平成

770

予算費目
年度決算20

10目標
クラブ数

国 庫 支 出 金

数値目標
（事業の目的
及び活動内
容の達成度
を測る指標）

開館日数

利用者団体数

指標名

0.000

年間　　　３５９日

0.600

24
746

0
3,339

0.000
4,441

臨時･嘱託工数･経費

社会教育法　阿波市公民館条例

臨時･嘱託職種

平成

正職員工数･経費

生花クラブ　他 ６

0

0

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ

根拠法令等

実施計画
１ 該当
２ 非該当

基本構想(政策)
基本計画(施策)

主要施策

１．人が輝くまちづくり
（２）生涯学習の充実
（５）特色ある生涯学習プログラムの整備・提供



阿波市全庁評価シート　平成21年度実施事業対象

Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

一次評価
必要性

委員会
指摘事項

改革案
と実行
計画

廃止/休止

二次評価
総合評価

有
効
性

達
成
度

４．目標設定に対して十分に目標を達成していると思う。

１．施策の目的を実現するために、事業内容が必ずしも適切とはいえない。

２．事業内容のマンネリ化など、施策への貢献度が著しく高いとはいえない。

３．市が実施する施策の中で類似・重複した事務事業が存在する。

２．厳しい財政状況の中、次年度以降実施する緊急性が認められない。

３．住民満足度の向上のために、現在の手段、方法等の改善の余地がある。

チェック項目

１．効果に比べてコストが高い。

３．目標設定に対して概ね目標を達成していると思う。

１．目標設定に対して進捗状況が劣っていると思う。

２．目標設定に対して成果があまり上がっていないと思う。

４．電子化や契約方法の変更などによりコスト削減の余地がある。

４．住民ニーズの低下がみられたり、近隣自治体と比較してニーズを
　　上回るサービスとなっている。

１．市が実施しなくても、公平性・公正性が確保できる等、他の実施
　　主体があり、事業を廃止・休止しても影響は大きくない。

Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ

利用度も高く、経費面での削減、
また節約に努め維持管理してお
り効率性は高いです。

二次評価一次評価の説明
研修会・学習会・発表会等公共
的利用の施設として提供してお
り利用者も多く必要性は高いで
す。

安全で快適に利用してもらえる
ように維持管理に努めており、
利用者の増加が見られ有効性
は高いです。

昼夜・土日祝日も多様な団体が
利用しており、利用者も多く十分
達成しています。

効
率
性

必
要
性

４．事業の継続をしても成果の向上が期待できない。

３．予算・人員と成果の関係で、実施手段等を見直す余地がある。

評価点
4

２．他の実施主体のノウハウや新たな制度を活用できる。

4
達成度

4
有効性

4 4
効率性

Ａ3
有効性必要性

4
達成度

4
効率性

方法改善 拡大・充実 方法改善
縮小廃止/休止 統合/終期設定

民間委託等 民間委託等
縮小

当面の
課題

今後の
方向性

現状維持 現状維持
統合/終期設定

職員が削減される中業務の一部委託等や職員の配置について見直しが必要が
あります。

二次評価での指摘事項及び一次評価との相違点

総合評価
Ａ

利用者が安全・快適に活用できるように、備品等が古くなっているので整備が必
要です。

拡大・充実

管理運営上、館内外の施設改善の必要があります。

一次評価

　目標に比べて劣っている

　あまり上がっていない

　概ね達成している

　十分達成している

　目標に比べて劣っている

　あまり上がっていない

　概ね達成している

　十分達成している

　いえない 　いえる

　いえない 　いえる

　する 　しない

　できない 　できる

　いえない 　いえる

　いえない 　いえる

　する 　しない

　できない 　できる

　ない 　ある

　ある 　ない

　少ない 　大きい

　いる 　いない

　ない 　ある

　ある 　ない

　少ない 　大きい

　いる 　いない

　高い 　適当

　できる 　できない

　ある 　ない

　ある 　ない

　高い 　適当

　できる 　できない

　ある 　ない

　ある 　ない



阿波市全庁評価シート　平成21年度実施事業対象

Ｎｏ． 40 － 12 9

年 ～ 年

①
②
③
④
⑤

20 21 22

款 10 項 5 目 3

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

人 千円 人 千円 人 千円

人 千円 人 千円 人 千円

千円 千円 千円

基本構想(政策)
基本計画(施策)

主要施策

１．人が輝くまちづくり
（２）生涯学習の充実
（５）特色ある生涯学習プログラムの整備・提供 ２ 非該当

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ

根拠法令等

実施計画
１ 該当

阿波市公民館条例、社会教育法

臨時･嘱託職種

平成

正職員工数･経費

0
2,765

0.000
3,312

臨時･嘱託工数･経費

数値目標
（事業の目的
及び活動内
容の達成度
を測る指標）

自然観察会参加者数

指標名

0.000

40人×5回

0.500

253
253

予算費目
年度決算20

目標

22平成

目標
実績

平成

2,671

2,513

0.000 0

252
252

2,458

213

年度予算 備考
公民館費

年度決算

0.400
213

0.400

21

地 方 債

平成

200

会　　計 一般会計

事業の
活動内容

具体的にどのような活動を行いますか。（主なもの５つまで）

その内1回は、バスを借り上げて剣山の動植物の観察会を実施しています。

4月に各小学校に会員募集の用紙を配布し募集しています。

親子で参加しています。（休日に開催）

トンボ・ホタル・水生昆虫等の観察会を開催しています。

年度 最終目標年度計算式又は指標設定理由 年度 平成平成単位

国 庫 支 出 金

社会教育費

事業の
対象・目的 目的（どうい

う状態にし
たいのか）

最終的
親子で自然にふれあい、自然の中での発見や感動を感じてもらい、観察会を通じ自然を大切にする心を養うことで自然環境の保全を
図ります。

今年度

対象（誰を、
何を）

市内小学生・保護者

部局名

総合計画

３ 全部委託
４ 補助等

平成
事業の開始・終了

５ 補助金・負担金・支援
６ 内部管理事務・その他

１ 直営
２ 一部委託

事業運営方法事業区分
１ ソフト事業
２ ハード事業

３ 経常的事務事業
４ 施設の維持管理

課名教育委員会

基本事務事業名 大俣公民館企画運営事業
公民館

事務事業名 自然観察会

期間設定なし

大村浩子
シート作成日

教育費

平成22年6月11日
シート作成者名主務課長名 江本豊

平成

公的関与

222
人

目標

実績

320
実績

320
270

Ｄ
Ｏ

0

直接事業費

人件費（Ｂ）

一 般 財 源
計（Ａ）

県 支 出 金

全体事業費（Ａ＋Ｂ）

その他特定財源

3,059



阿波市全庁評価シート　平成21年度実施事業対象

総合評価
Ａ

予算削減の中でどのように効率よく計画をたて活動していくか考える必要
があります。

拡大・充実

参加者に人気があるものを計画しています。

民間委託等

一次評価

縮小

当面の
課題

今後の
方向性

現状維持

自然のものにふれることは大切であるが、マンネリ化しないよう事業計画する必
要があります。

二次評価での指摘事項及び一次評価との相違点

民間委託等現状維持
統合/終期設定

方法改善 拡大・充実 方法改善
縮小廃止/休止 統合/終期設定

Ａ3
有効性必要性

4
達成度

3
効率性評価点

3

２．他の実施主体のノウハウや新たな制度を活用できる。

4
達成度

3
有効性

3 4
効率性

必
要
性

４．事業の継続をしても成果の向上が期待できない。

３．予算・人員と成果の関係で、実施手段等を見直す余地がある。

効
率
性

参加者においては、自然の大
切さが認識されて、意識改革
がでてきています。

参加者も多く、親子で自然環
境を保全して自然との共生を
図るため活動目的は、達成で
きています。

二次評価一次評価の説明
子供のころから自然や生き物
を大切にする心を養うことで
情操教育に役立っています。
また、自然あふれる阿波市の
再発見ができています。

体験活動を通じ自然保護の
自覚を各自が持つことで、効
率性は、計り知れないものが
あります。

４．住民ニーズの低下がみられたり、近隣自治体と比較してニーズを
　　上回るサービスとなっている。

１．市が実施しなくても、公平性・公正性が確保できる等、他の実施
　　主体があり、事業を廃止・休止しても影響は大きくない。

Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ

３．市が実施する施策の中で類似・重複した事務事業が存在する。

２．厳しい財政状況の中、次年度以降実施する緊急性が認められない。

３．住民満足度の向上のために、現在の手段、方法等の改善の余地がある。

４．電子化や契約方法の変更などによりコスト削減の余地がある。

１．効果に比べてコストが高い。

３．目標設定に対して概ね目標を達成していると思う。

１．目標設定に対して進捗状況が劣っていると思う。

２．目標設定に対して成果があまり上がっていないと思う。

チェック項目

有
効
性

達
成
度

４．目標設定に対して十分に目標を達成していると思う。

１．施策の目的を実現するために、事業内容が必ずしも適切とはいえない。

２．事業内容のマンネリ化など、施策への貢献度が著しく高いとはいえない。

Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

一次評価
必要性

委員会
指摘事項

改革案
と実行
計画

廃止/休止

二次評価
総合評価

　目標に比べて劣っている

　あまり上がっていない

　概ね達成している

　十分達成している

　目標に比べて劣っている

　あまり上がっていない

　概ね達成している

　十分達成している

　いえない 　いえる

　いえない 　いえる

　する 　しない

　できない 　できる

　いえない 　いえる

　いえない 　いえる

　する 　しない

　できない 　できる

　ない 　ある

　ある 　ない

　少ない 　大きい

　いる 　いない

　ない 　ある

　ある 　ない

　少ない 　大きい

　いる 　いない

　高い 　適当

　できる 　できない

　ある 　ない

　ある 　ない

　高い 　適当

　できる 　できない

　ある 　ない

　ある 　ない



阿波市全庁評価シート　平成21年度実施事業対象

Ｎｏ． 40 － 13 9

年 ～ 年

①
②
③
④
⑤

20 21 22

款 10 項 5 目 3

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

人 千円 人 千円 人 千円

人 千円 人 千円 人 千円

千円 千円 千円全体事業費（Ａ＋Ｂ）

その他特定財源

1,836

Ｄ
Ｏ

0

直接事業費

人件費（Ｂ）

一 般 財 源
計（Ａ）

県 支 出 金

320
人

目標

実績 513
375

540
実績

1000
723

期間設定なし

大村浩子
シート作成日

教育費

平成22年6月11日
シート作成者名主務課長名 江本豊

平成

公的関与

課名教育委員会

基本事務事業名 大俣公民館生活文化振興事業

公民館
事務事業名 各種団体の育成

事業運営方法事業区分
１ ソフト事業
２ ハード事業

３ 経常的事務事業
４ 施設の維持管理

部局名

総合計画

３ 全部委託
４ 補助等

平成
事業の開始・終了

５ 補助金・負担金・支援
６ 内部管理事務・その他

１ 直営
２ 一部委託

事業の
対象・目的 目的（どうい

う状態にし
たいのか）

最終的 各種の学習を通じ、文化向上を目指し生活向上できるように取りくみを図ります。

今年度

対象（誰を、
何を）

市民（大俣区域内住民）

年度 最終目標年度計算式又は指標設定理由 年度 平成平成単位

事業の
活動内容

具体的にどのような活動を行いますか。（主なもの５つまで）
老人クラブ（奉仕活動・スポーツ活動）

婦人会（婦人講座・ボランティア活動・料理教室・日赤奉仕団への参加）

各種講座（舞踊・詩吟・生花・カラオケ[スズラン・大俣歌謡]大正琴・読書会）

地 方 債

平成

540

375

会　　計 一般会計

8団体×14人×12ケ月 人

470

21

0.400
70

0.400

13441500
2400

年度予算 備考
公民館費

1344

年度決算
社会教育費

2,528

2,513

0.000 0

47
47

2,458

70

22平成

目標
実績 2544

平成

144

予算費目
年度決算20

750目標
人

国 庫 支 出 金

数値目標
（事業の目的
及び活動内
容の達成度
を測る指標）

老人クラブ参加者数

婦人会参加者数

各種講座参加者数

指標名

0.000

20人×27回

0.300

144

0
2,560

0.000
1,980

臨時･嘱託工数･経費

阿波市公民館条例、社会教育法

臨時･嘱託職種

平成

正職員工数･経費

25人×15回

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ

根拠法令等

実施計画
１ 該当
２ 非該当

基本構想(政策)
基本計画(施策)

主要施策

１．人が輝くまちづくり
（２）生涯学習の充実
（６）関係団体の育成
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Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

一次評価
必要性

委員会
指摘事項

改革案
と実行
計画

廃止/休止

二次評価
総合評価

有
効
性

達
成
度

４．目標設定に対して十分に目標を達成していると思う。

１．施策の目的を実現するために、事業内容が必ずしも適切とはいえない。

２．事業内容のマンネリ化など、施策への貢献度が著しく高いとはいえない。

３．市が実施する施策の中で類似・重複した事務事業が存在する。

２．厳しい財政状況の中、次年度以降実施する緊急性が認められない。

３．住民満足度の向上のために、現在の手段、方法等の改善の余地がある。

チェック項目

１．効果に比べてコストが高い。

３．目標設定に対して概ね目標を達成していると思う。

１．目標設定に対して進捗状況が劣っていると思う。

２．目標設定に対して成果があまり上がっていないと思う。

４．電子化や契約方法の変更などによりコスト削減の余地がある。

４．住民ニーズの低下がみられたり、近隣自治体と比較してニーズを
　　上回るサービスとなっている。

１．市が実施しなくても、公平性・公正性が確保できる等、他の実施
　　主体があり、事業を廃止・休止しても影響は大きくない。

Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ

予算的には、低いが各事業
効率よく回転しています。

二次評価一次評価の説明
地域づくりに欠かさない団体
です。

住民が参加できる場所の提
供をし学習の機会を与えてい
ます。

参加者には、毎回好評です
ので概ね達成されています。

効
率
性

必
要
性

４．事業の継続をしても成果の向上が期待できない。

３．予算・人員と成果の関係で、実施手段等を見直す余地がある。

評価点
4

２．他の実施主体のノウハウや新たな制度を活用できる。

3
達成度

3
有効性

4 4
効率性

Ａ3
有効性必要性

3
達成度

4
効率性

方法改善 拡大・充実 方法改善
縮小廃止/休止 統合/終期設定

民間委託等 民間委託等
縮小

当面の
課題

今後の
方向性

現状維持 現状維持
統合/終期設定

職員数が削減されている中、将来的に各種団体の自主運営ができるようサポー
トしていく必要があります。

二次評価での指摘事項及び一次評価との相違点

総合評価
Ａ

老人クラブは、高齢化が進む中65歳から70歳までの新規会員を獲得し若返りを
図る必要があります。婦人会活動では、活動しやすい場の提供をしていきたいで
す。また、各種講座は、利用者の固定化がみられるので幅を広げていきたいで
す。

拡大・充実

生涯学習の観点から、地域に根ざした活動が展開され、誰でも気軽に利用でき
る場所づくりを目指します。

一次評価

　目標に比べて劣っている

　あまり上がっていない

　概ね達成している

　十分達成している

　目標に比べて劣っている

　あまり上がっていない

　概ね達成している

　十分達成している

　いえない 　いえる

　いえない 　いえる

　する 　しない

　できない 　できる

　いえない 　いえる

　いえない 　いえる

　する 　しない

　できない 　できる

　ない 　ある

　ある 　ない

　少ない 　大きい

　いる 　いない

　ない 　ある

　ある 　ない

　少ない 　大きい

　いる 　いない

　高い 　適当

　できる 　できない

　ある 　ない

　ある 　ない

　高い 　適当

　できる 　できない

　ある 　ない

　ある 　ない



阿波市全庁評価シート　平成21年度実施事業対象

Ｎｏ． 40 － 14 9

年 ～ 年

①
②
③
④
⑤

20 21 22

款 10 項 5 目 3

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

人 千円 人 千円 人 千円

人 千円 人 千円 人 千円

千円 千円 千円

基本構想(政策)
基本計画(施策)

主要施策

１．人が輝くまちづくり
（２）生涯学習の充実
（５）特色ある生涯学習プログラムの整備・提供 ２ 非該当

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ

根拠法令等

実施計画
１ 該当

阿波市公民館条例、社会教育法

臨時･嘱託職種

平成

正職員工数･経費

クラブ数

0
3,382

0.000
3,250

臨時･嘱託工数･経費

数値目標
（事業の目的
及び活動内
容の達成度
を測る指標）

開館日数

利用者団体数（定期
利用）

指標名

0.000

年間日数

0.200

10
2,016
2,026

予算費目
年度決算20

10目標

22平成

目標
実績

平成

数

3,729

1,257

10

0.000 0

2,104
2,125

21

1,229

2,490

年度予算 備考
公民館費

年度決算

0.200
2,500

0.200

7

21

地 方 債

平成

359

10

会　　計

事業の
活動内容

具体的にどのような活動を行いますか。（主なもの５つまで）
施設維持管理（電気設備・消防設備・浄化槽の保守点検及び清掃業務）

施設運営（日常の公民館の貸出業務）

年度 最終目標年度計算式又は指標設定理由 年度 平成平成単位

国 庫 支 出 金

社会教育費

事業の
対象・目的 目的（どうい

う状態にし
たいのか）

最終的 施設の維持管理に努め、利用者が快適に利用できまた生涯学習の場として提供を図ります。

今年度

対象（誰を、
何を）

市民（大俣区域内住民）

部局名

総合計画

３ 全部委託
４ 補助等

平成
事業の開始・終了

５ 補助金・負担金・支援
６ 内部管理事務・その他

１ 直営
２ 一部委託

事業運営方法事業区分
１ ソフト事業
２ ハード事業

３ 経常的事務事業
４ 施設の維持管理

課名教育委員会

基本事務事業名 大俣公民館施設管理事業
公民館

事務事業名 公民館施設管理事業

期間設定なし

大村浩子
シート作成日

教育費

平成22年6月11日
シート作成者名主務課長名 江本豊

平成

公的関与

359
日

目標

実績 8
10

359
実績

359
359

Ｄ
Ｏ

0

直接事業費

人件費（Ｂ）

一 般 財 源
計（Ａ）

県 支 出 金

全体事業費（Ａ＋Ｂ）

その他特定財源

1,224



阿波市全庁評価シート　平成21年度実施事業対象

総合評価
Ａ

館も老朽化しており、設備等を充実していきたいです。

拡大・充実

老朽化に伴い修繕等を計画的に行うようにしていきます。

民間委託等

一次評価

縮小

当面の
課題

今後の
方向性

現状維持

職員数が削減されている中、将来的に各種団体の自主運営ができるようサポー
トしていく必要があります。

二次評価での指摘事項及び一次評価との相違点

民間委託等現状維持
統合/終期設定

方法改善 拡大・充実 方法改善
縮小廃止/休止 統合/終期設定

Ａ3
有効性必要性

4
達成度

4
効率性評価点

4

２．他の実施主体のノウハウや新たな制度を活用できる。

4
達成度

4
有効性

3 4
効率性

必
要
性

４．事業の継続をしても成果の向上が期待できない。

３．予算・人員と成果の関係で、実施手段等を見直す余地がある。

効
率
性

それぞれのクラブ等がニーズ
に合わせて利用しているので
有効性はあります。

年間を通じ利用されていま
す。

二次評価一次評価の説明
地域住民の活動拠点としてな
くてはならない存在です。

ほぼ毎日施設が利用され効
率性はあります。

４．住民ニーズの低下がみられたり、近隣自治体と比較してニーズを
　　上回るサービスとなっている。

１．市が実施しなくても、公平性・公正性が確保できる等、他の実施
　　主体があり、事業を廃止・休止しても影響は大きくない。

Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ

３．市が実施する施策の中で類似・重複した事務事業が存在する。

２．厳しい財政状況の中、次年度以降実施する緊急性が認められない。

３．住民満足度の向上のために、現在の手段、方法等の改善の余地がある。

４．電子化や契約方法の変更などによりコスト削減の余地がある。

１．効果に比べてコストが高い。

３．目標設定に対して概ね目標を達成していると思う。

１．目標設定に対して進捗状況が劣っていると思う。

２．目標設定に対して成果があまり上がっていないと思う。

チェック項目

有
効
性

達
成
度

４．目標設定に対して十分に目標を達成していると思う。

１．施策の目的を実現するために、事業内容が必ずしも適切とはいえない。

２．事業内容のマンネリ化など、施策への貢献度が著しく高いとはいえない。

Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

一次評価
必要性

委員会
指摘事項

改革案
と実行
計画

廃止/休止

二次評価
総合評価

　目標に比べて劣っている

　あまり上がっていない

　概ね達成している

　十分達成している

　目標に比べて劣っている

　あまり上がっていない

　概ね達成している

　十分達成している

　いえない 　いえる

　いえない 　いえる

　する 　しない

　できない 　できる

　いえない 　いえる

　いえない 　いえる

　する 　しない

　できない 　できる

　ない 　ある

　ある 　ない

　少ない 　大きい

　いる 　いない

　ない 　ある

　ある 　ない

　少ない 　大きい

　いる 　いない

　高い 　適当

　できる 　できない

　ある 　ない

　ある 　ない

　高い 　適当

　できる 　できない

　ある 　ない

　ある 　ない



阿波市全庁評価シート　平成21年度実施事業対象

Ｎｏ． 40 － 15

年 ～ 年

①
②
③
④
⑤

20 21 22

款 10 項 5 目 3

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

人 千円 人 千円 人 千円

人 千円 人 千円 人 千円

千円 千円 千円全体事業費（Ａ＋Ｂ）

その他特定財源

0

Ｄ
Ｏ

0

直接事業費

人件費（Ｂ）

一 般 財 源
計（Ａ）

県 支 出 金

254
人

目標

実績

実績

期間設定なし

大村浩子
シート作成日

教育費

平成22年6月11日
シート作成者名主務課長名 江本豊

平成

公的関与

課名教育委員会

基本事務事業名 大俣公民館企画運営事業
公民館

事務事業名 大俣高齢者教室

事業運営方法事業区分
１ ソフト事業
２ ハード事業

３ 経常的事務事業
４ 施設の維持管理

部局名

総合計画

３ 全部委託
４ 補助等

平成
事業の開始・終了

５ 補助金・負担金・支援
６ 内部管理事務・その他

１ 直営
２ 一部委託

事業の
対象・目的 目的（どうい

う状態にし
たいのか）

最終的 高齢者が生きがいを持ちながら元気で生き生きと過ごせるための学習の場の提供を図ります。

今年度

対象（誰を、
何を）

市民（大俣区域内高齢者）

年度 最終目標年度計算式又は指標設定理由 年度 平成平成単位

事業の
活動内容

具体的にどのような活動を行いますか。（主なもの５つまで）

交通安全教室

幼稚園・保育所園児とのふれあい事業

小学校児童との交流事業

健康推進事業

地 方 債

平成

210

会　　計 一般会計
21

0.000
74

0.000

年度予算 備考
公民館費

年度決算
社会教育費

74

0

0.000 0

35
35

0

74

22平成

目標
実績

平成

0

予算費目
年度決算20

目標

国 庫 支 出 金

数値目標
（事業の目的
及び活動内
容の達成度
を測る指標）

高齢者教室参加者数

指標名

0.000

30人×7回

0.000

0
35

0.000
0

臨時･嘱託工数･経費

阿波市公民館条例、社会教育法

臨時･嘱託職種

平成

正職員工数･経費

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ

根拠法令等

実施計画
１ 該当
２ 非該当

基本構想(政策)
基本計画(施策)

主要施策

１．人が輝くまちづくり
（２）生涯学習の充実
（５）特色ある生涯学習プログラムの整備・提供



阿波市全庁評価シート　平成21年度実施事業対象

Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

一次評価
必要性

委員会
指摘事項

改革案
と実行
計画

廃止/休止

二次評価
総合評価

有
効
性

達
成
度

４．目標設定に対して十分に目標を達成していると思う。

１．施策の目的を実現するために、事業内容が必ずしも適切とはいえない。

２．事業内容のマンネリ化など、施策への貢献度が著しく高いとはいえない。

３．市が実施する施策の中で類似・重複した事務事業が存在する。

２．厳しい財政状況の中、次年度以降実施する緊急性が認められない。

３．住民満足度の向上のために、現在の手段、方法等の改善の余地がある。

チェック項目

１．効果に比べてコストが高い。

３．目標設定に対して概ね目標を達成していると思う。

１．目標設定に対して進捗状況が劣っていると思う。

２．目標設定に対して成果があまり上がっていないと思う。

４．電子化や契約方法の変更などによりコスト削減の余地がある。

４．住民ニーズの低下がみられたり、近隣自治体と比較してニーズを
　　上回るサービスとなっている。

１．市が実施しなくても、公平性・公正性が確保できる等、他の実施
　　主体があり、事業を廃止・休止しても影響は大きくない。

Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ

高齢者が学習を通じ得た知
識は、計り知れないものがあ
ります。

二次評価一次評価の説明
高齢化が進む中、高齢者に
とって生きがいづくりの一つと
して、学習の場を提供するこ
とは、重要であります。

長寿社会を迎えている今日、
元気で活動できることが大切
なので有効性は、高いものが
あります。

参加者も多く、学習内容も好
評ですので概ね達成していま
す。

効
率
性

必
要
性

４．事業の継続をしても成果の向上が期待できない。

３．予算・人員と成果の関係で、実施手段等を見直す余地がある。

評価点
3

２．他の実施主体のノウハウや新たな制度を活用できる。

4
達成度

3
有効性

3 3
効率性

Ａ3
有効性必要性

4
達成度

4
効率性

方法改善 拡大・充実 方法改善
縮小廃止/休止 統合/終期設定

民間委託等 民間委託等
縮小

当面の
課題

今後の
方向性

現状維持 現状維持
統合/終期設定

今後も高齢化が進む中、地域のニーズを把握し、事業メニューを検討し事業を推
進します。

二次評価での指摘事項及び一次評価との相違点

総合評価
Ａ

高齢化が進む中で、元気で活動できるようにサポートしてゆける教室を考
えていきたいです。

拡大・充実

高齢者にとって学習機会を持つことは、大切であるので要望があるものを
計画し実行していきます。

一次評価

　目標に比べて劣っている

　あまり上がっていない

　概ね達成している

　十分達成している

　目標に比べて劣っている

　あまり上がっていない

　概ね達成している

　十分達成している

　いえない 　いえる

　いえない 　いえる

　する 　しない

　できない 　できる

　いえない 　いえる

　いえない 　いえる

　する 　しない

　できない 　できる

　ない 　ある

　ある 　ない

　少ない 　大きい

　いる 　いない

　ない 　ある

　ある 　ない

　少ない 　大きい

　いる 　いない

　高い 　適当

　できる 　できない

　ある 　ない

　ある 　ない

　高い 　適当

　できる 　できない

　ある 　ない

　ある 　ない



阿波市全庁評価シート　平成21年度実施事業対象

Ｎｏ． 40 － 16 9

年 ～ 年

①
②
③
④
⑤

20 21 22

款 10 項 5 目 3

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

人 千円 人 千円 人 千円

人 千円 人 千円 人 千円

千円 千円 千円

基本構想(政策)
基本計画(施策)

主要施策

１．人が輝くまちづくり
（２）生涯学習の充実
（５）特色ある生涯学習プログラムの整備・提供 ２ 非該当

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ

根拠法令等

実施計画
１ 該当

社会教育法・阿波市公民館条例

臨時･嘱託職種

平成

正職員工数･経費

　1回　　８０人

0
1,342

0.000
1,484

臨時･嘱託工数･経費

数値目標
（事業の目的
及び活動内
容の達成度
を測る指標）

幼稚園児親子ふれあい田植
え体験参加者数

幼稚園児親子ふれあい稲刈
り体験参加者数

幼稚園児と高齢者との世代
間ふれあい交流会参加者数

指標名

0.000

　１回　　８０人

0.200

260
260

予算費目
年度決算20

９０人目標

22平成

目標
実績 １３０人

平成

人

1,344

1,257

0.000 0

85
85

1,229

115

１２０人１５０人
１１０人

年度予算 備考
公民館費

１３０人

年度決算

0.200
115

0.200

　１回　１２０人 人

７２人

21

地 方 債

平成

８０人

８０人

会　　計 一般会計

事業の
活動内容

具体的にどのような活動を行いますか。（主なもの５つまで）

ふれあいカーブミラー清掃事業

久勝幼稚園児親子ふれあい田植え体験事業

久勝幼稚園児親子ふれあい稲刈り体験事業

久勝幼稚園児と高齢者との世代間ふれあい交流会

年度 最終目標年度計算式又は指標設定理由 年度 平成平成単位

国 庫 支 出 金

社会教育費

事業の
対象・目的 目的（どうい

う状態にし
たいのか）

最終的 体験や発表の機会を提供して、人間性豊かに過ごせるように、異年齢の人達とふれあいを深めます。

今年度

対象（誰を、
何を）

市民・久勝地区内の市民

部局名

総合計画

３ 全部委託
４ 補助等

平成
事業の開始・終了

５ 補助金・負担金・支援
６ 内部管理事務・その他

１ 直営
２ 一部委託

事業運営方法事業区分
１ ソフト事業
２ ハード事業

３ 経常的事務事業
４ 施設の維持管理

課名教育委員会

基本事務事業名 久勝公民館企画運営事業
公民館

事務事業名 地域ふれあい体験事業

期間設定なし

高田佳代子
シート作成日

教育費

平成22年6月14日
シート作成者名主務課長名 江本豊

平成

公的関与

７０人
人

目標

実績 ９３人
７５人

７５人
実績

９０人
９５人

Ｄ
Ｏ

0

直接事業費

人件費（Ｂ）

一 般 財 源
計（Ａ）

県 支 出 金

全体事業費（Ａ＋Ｂ）

その他特定財源

1,224



阿波市全庁評価シート　平成21年度実施事業対象

総合評価
Ａ

　ふれあい交流会の際、高齢者に対して幼稚園児が年々少なくなってきているの
が気にかかります。

拡大・充実

　効率よく運営していくための企画立案を行います。

民間委託等

一次評価

縮小

当面の
課題

今後の
方向性

現状維持

引き続き推進します。

二次評価での指摘事項及び一次評価との相違点

民間委託等現状維持
統合/終期設定

方法改善 拡大・充実 方法改善
縮小廃止/休止 統合/終期設定

Ａ4
有効性必要性

4
達成度

4
効率性評価点

4

２．他の実施主体のノウハウや新たな制度を活用できる。

4
達成度

4
有効性

4 4
効率性

必
要
性

４．事業の継続をしても成果の向上が期待できない。

３．予算・人員と成果の関係で、実施手段等を見直す余地がある。

効
率
性

　保護者の参加も多く田植え等
体験を通してふれあい、自然を
知り食の安全・安心の為、日々
頑張っている人達を見ることは
幼児教育には有効です。

　参加者も多く家庭では体験で
きない田植え・稲刈り等親子で
楽しんでおり事業目的は達成し
ています。

二次評価一次評価の説明
　少子・高齢化・核家族化してい
る現在、農業体験・世代間ふれ
あい交流会等、多数の異年齢の
人達とふれあうことは、人間形成
に不可欠です。

　事業費に対し、参加者も多く効
果は十分出ていると思います。

４．住民ニーズの低下がみられたり、近隣自治体と比較してニーズを
　　上回るサービスとなっている。

１．市が実施しなくても、公平性・公正性が確保できる等、他の実施
　　主体があり、事業を廃止・休止しても影響は大きくない。

Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ

３．市が実施する施策の中で類似・重複した事務事業が存在する。

２．厳しい財政状況の中、次年度以降実施する緊急性が認められない。

３．住民満足度の向上のために、現在の手段、方法等の改善の余地がある。

４．電子化や契約方法の変更などによりコスト削減の余地がある。

１．効果に比べてコストが高い。

３．目標設定に対して概ね目標を達成していると思う。

１．目標設定に対して進捗状況が劣っていると思う。

２．目標設定に対して成果があまり上がっていないと思う。

チェック項目

有
効
性

達
成
度

４．目標設定に対して十分に目標を達成していると思う。

１．施策の目的を実現するために、事業内容が必ずしも適切とはいえない。

２．事業内容のマンネリ化など、施策への貢献度が著しく高いとはいえない。

Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

一次評価
必要性

委員会
指摘事項

改革案
と実行
計画

廃止/休止

二次評価
総合評価

　目標に比べて劣っている

　あまり上がっていない

　概ね達成している

　十分達成している

　目標に比べて劣っている

　あまり上がっていない

　概ね達成している

　十分達成している

　いえない 　いえる

　いえない 　いえる

　する 　しない

　できない 　できる

　いえない 　いえる

　いえない 　いえる

　する 　しない

　できない 　できる

　ない 　ある

　ある 　ない

　少ない 　大きい

　いる 　いない

　ない 　ある

　ある 　ない

　少ない 　大きい

　いる 　いない

　高い 　適当

　できる 　できない

　ある 　ない

　ある 　ない

　高い 　適当

　できる 　できない

　ある 　ない

　ある 　ない



阿波市全庁評価シート　平成21年度実施事業対象

Ｎｏ． 40 － 17 9

年 ～ 年

①
②
③
④
⑤

20 21 22

款 10 項 5 目 3

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

人 千円 人 千円 人 千円

人 千円 人 千円 人 千円

千円 千円 千円

基本構想(政策)
基本計画(施策)

主要施策

１．人が輝くまちづくり
（２）生涯学習の充実
（５）特色ある生涯学習プログラムの整備・提供 ２ 非該当

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ

根拠法令等

実施計画
１ 該当

社会教育法・阿波市公民館条例

臨時･嘱託職種

平成

正職員工数･経費

　１回　１２０人

0
1,476

0.000
2,052

臨時･嘱託工数･経費

数値目標
（事業の目的
及び活動内
容の達成度
を測る指標）

高齢者教室講演会・お誕生
会参加者数

高齢者教室講演会・世代間
ふれあい交流会参加者数

高齢者教室現地研修会参加
者数

指標名

0.000

　１回　　９０人

0.300

216
216

予算費目
年度決算20

１２０人目標

22平成

目標
実績 ３０人

平成

人

1,292

1,257

0.000 0

219
219

1,229

63

４５人
３７人

年度予算 備考
公民館費

４５人

年度決算

0.200
63

0.200

　１回　　４５人 人

１１０人

21

地 方 債

平成

９０人

１２０人

会　　計 一般会計

事業の
活動内容

具体的にどのような活動を行いますか。（主なもの５つまで）

久勝高齢者教室手芸講座

阿波史談会

久勝高齢者教室講演会・お誕生会

久勝高齢者教室講演会・お誕生会・幼稚園児との世代間ふれあい交流会

久勝高齢者教室現地研修会

年度 最終目標年度計算式又は指標設定理由 年度 平成平成単位

国 庫 支 出 金

社会教育費

事業の
対象・目的 目的（どうい

う状態にし
たいのか）

最終的 いきいきと、又健やかに暮らせるように、教養・親睦・趣味等生涯学習の場の提供に努めます。

今年度

対象（誰を、
何を）

久勝地区高齢者・市民

部局名

総合計画

３ 全部委託
４ 補助等

平成
事業の開始・終了

５ 補助金・負担金・支援
６ 内部管理事務・その他

１ 直営
２ 一部委託

事業運営方法事業区分
１ ソフト事業
２ ハード事業

３ 経常的事務事業
４ 施設の維持管理

課名教育委員会

基本事務事業名 久勝公民館企画運営事業
公民館

事務事業名 久勝高齢者教室

期間設定なし

高田佳代子
シート作成日

教育費

平成22年6月14日
シート作成者名主務課長名 江本豊

平成

公的関与

８０人
人

目標

実績 １１５人
１２０人

１００人
実績

１００人
９０人

Ｄ
Ｏ

0

直接事業費

人件費（Ｂ）

一 般 財 源
計（Ａ）

県 支 出 金

全体事業費（Ａ＋Ｂ）

その他特定財源

1,836



阿波市全庁評価シート　平成21年度実施事業対象

総合評価
Ａ

　経費削減の面から、ますます高齢化している現状から、誰もが身近な場所で学
習する場の提供は、高齢者の生きがい、健康増進の面からも現状維持が好まし
いです。

拡大・充実

　高齢者の生活に張りと潤いを与える為、学習機会の提供を続ける必要がありま
す。

民間委託等

一次評価

縮小

当面の
課題

今後の
方向性

現状維持

今後も高齢化が進む中、地域のニーズを把握し、事業メニューを検討し事業を推
進します。

二次評価での指摘事項及び一次評価との相違点

民間委託等現状維持
統合/終期設定

方法改善 拡大・充実 方法改善
縮小廃止/休止 統合/終期設定

Ａ3
有効性必要性

4
達成度

4
効率性評価点

4

２．他の実施主体のノウハウや新たな制度を活用できる。

4
達成度

4
有効性

4 4
効率性

必
要
性

４．事業の継続をしても成果の向上が期待できない。

３．予算・人員と成果の関係で、実施手段等を見直す余地がある。

効
率
性

　高齢者の身近な所での活動な
ので参加者も多く、健康の講演
会は非常に関心が高いです。

　お誕生会・研修会・手芸・園児
とのふれあい交流会等参加率も
よく十分達成しています。

二次評価一次評価の説明
　高齢者が毎日元気に過ごせる
ように参加者のニーズ把握と身
近な学習の場として必要です・

　事業費から見ても参加者数か
ら比較しても効率性は高いで
す。

４．住民ニーズの低下がみられたり、近隣自治体と比較してニーズを
　　上回るサービスとなっている。

１．市が実施しなくても、公平性・公正性が確保できる等、他の実施
　　主体があり、事業を廃止・休止しても影響は大きくない。

Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ

３．市が実施する施策の中で類似・重複した事務事業が存在する。

２．厳しい財政状況の中、次年度以降実施する緊急性が認められない。

３．住民満足度の向上のために、現在の手段、方法等の改善の余地がある。

４．電子化や契約方法の変更などによりコスト削減の余地がある。

１．効果に比べてコストが高い。

３．目標設定に対して概ね目標を達成していると思う。

１．目標設定に対して進捗状況が劣っていると思う。

２．目標設定に対して成果があまり上がっていないと思う。

チェック項目

有
効
性

達
成
度

４．目標設定に対して十分に目標を達成していると思う。

１．施策の目的を実現するために、事業内容が必ずしも適切とはいえない。

２．事業内容のマンネリ化など、施策への貢献度が著しく高いとはいえない。

Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

一次評価
必要性

委員会
指摘事項

改革案
と実行
計画

廃止/休止

二次評価
総合評価

　目標に比べて劣っている

　あまり上がっていない

　概ね達成している

　十分達成している

　目標に比べて劣っている

　あまり上がっていない

　概ね達成している

　十分達成している

　いえない 　いえる

　いえない 　いえる

　する 　しない

　できない 　できる

　いえない 　いえる

　いえない 　いえる

　する 　しない

　できない 　できる

　ない 　ある

　ある 　ない

　少ない 　大きい

　いる 　いない

　ない 　ある

　ある 　ない

　少ない 　大きい

　いる 　いない

　高い 　適当

　できる 　できない

　ある 　ない

　ある 　ない

　高い 　適当

　できる 　できない

　ある 　ない

　ある 　ない



阿波市全庁評価シート　平成21年度実施事業対象

Ｎｏ． 40 － 18 9

年 ～ 年

①
②
③
④
⑤

20 21 22

款 10 項 5 目 3

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

人 千円 人 千円 人 千円

人 千円 人 千円 人 千円

千円 千円 千円全体事業費（Ａ＋Ｂ）

その他特定財源

612

Ｄ
Ｏ

0

直接事業費

人件費（Ｂ）

一 般 財 源
計（Ａ）

県 支 出 金

400
人

目標

実績 450
500

370
実績

370
368

期間設定なし

高田佳代子
シート作成日

教育費

平成22年6月14日
シート作成者名主務課長名 江本豊

平成

公的関与

課名教育委員会

基本事務事業名 久勝公民館生活文化振興事業

公民館
事務事業名 各種団体の育成

事業運営方法事業区分
１ ソフト事業
２ ハード事業

３ 経常的事務事業
４ 施設の維持管理

部局名

総合計画

３ 全部委託
４ 補助等

平成
事業の開始・終了

５ 補助金・負担金・支援
６ 内部管理事務・その他

１ 直営
２ 一部委託

事業の
対象・目的 目的（どうい

う状態にし
たいのか）

最終的 　市の行事に積極的に参加する等、元気で生活に張りと潤いをもたせ健康で明るい毎日を送り、自主的活動ができる補助をします。

今年度

対象（誰を、
何を）

　市民

年度 最終目標年度計算式又は指標設定理由 年度 平成平成単位

事業の
活動内容

具体的にどのような活動を行いますか。（主なもの５つまで）

久勝運転者会

久勝婦人会

阿波地区老人クラブ連合会

阿波地区グラウンドゴルフ協会

久勝グラウンドゴルフクラブ

地 方 債

平成

400

380

会　　計 一般会計

２４０人×４８回 人

380

21

0.500
0

1.400

1800012000
18000

年度予算 備考
公民館費

16000

年度決算
社会教育費

3,073

8,797

0.000 0

0
3,073

22平成

目標
実績 16000

平成

28

予算費目
年度決算20

470目標
人

国 庫 支 出 金

数値目標
（事業の目的
及び活動内
容の達成度
を測る指標）

老人クラブ参加者数

グラウンドゴルフ参加者数

サークル活動参加者数

指標名

0.000

総会１５０人　体育大会１００人
役員会２０人×４回他１５０人

0.100

28

0
8,797

0.000
640

臨時･嘱託工数･経費

社会教育法・阿波市公民館条例

臨時･嘱託職種

平成

正職員工数･経費

２回×８０人　　　１３回×１７人

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ

根拠法令等

実施計画
１ 該当
２ 非該当

基本構想(政策)
基本計画(施策)

主要施策

１．人が輝くまちづくり
（２）生涯学習の充実
（６）関係団体の育成



阿波市全庁評価シート　平成21年度実施事業対象

Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

一次評価
必要性

委員会
指摘事項

改革案
と実行
計画

廃止/休止

二次評価
総合評価

有
効
性

達
成
度

４．目標設定に対して十分に目標を達成していると思う。

１．施策の目的を実現するために、事業内容が必ずしも適切とはいえない。

２．事業内容のマンネリ化など、施策への貢献度が著しく高いとはいえない。

３．市が実施する施策の中で類似・重複した事務事業が存在する。

２．厳しい財政状況の中、次年度以降実施する緊急性が認められない。

３．住民満足度の向上のために、現在の手段、方法等の改善の余地がある。

チェック項目

１．効果に比べてコストが高い。

３．目標設定に対して概ね目標を達成していると思う。

１．目標設定に対して進捗状況が劣っていると思う。

２．目標設定に対して成果があまり上がっていないと思う。

４．電子化や契約方法の変更などによりコスト削減の余地がある。

４．住民ニーズの低下がみられたり、近隣自治体と比較してニーズを
　　上回るサービスとなっている。

１．市が実施しなくても、公平性・公正性が確保できる等、他の実施
　　主体があり、事業を廃止・休止しても影響は大きくない。

Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ

　費用対効果を考えると効率よく
活動しています。

二次評価一次評価の説明
　団体に参加している人達は、
市の行事にも積極的に参加して
おり、各種スポーツ活動を通じて
健康の増進を図り、医療費削減
の面からも貢献しています。

　老人会・婦人会は市の行事に
も積極的に参加しており、各種ク
ラブ等活動団体は多く、非常に
活発です。

　参加者も多く達成度は十分で
す。

効
率
性

必
要
性

４．事業の継続をしても成果の向上が期待できない。

３．予算・人員と成果の関係で、実施手段等を見直す余地がある。

評価点
4

２．他の実施主体のノウハウや新たな制度を活用できる。

4
達成度

4
有効性

4 3
効率性

Ａ4
有効性必要性

3
達成度

4
効率性

方法改善 拡大・充実 方法改善
縮小廃止/休止 統合/終期設定

民間委託等 民間委託等
縮小

当面の
課題

今後の
方向性

現状維持 現状維持
統合/終期設定

職員数が削減されている中、将来的に各種団体の自主運営ができるようサポー
トしていく必要があります。

二次評価での指摘事項及び一次評価との相違点

総合評価
Ａ

　当面は現在の活動ができるよう努める必要があります。

拡大・充実

　自主運営できるよう指導、協議していく必要があります。

一次評価

　目標に比べて劣っている

　あまり上がっていない

　概ね達成している

　十分達成している

　目標に比べて劣っている

　あまり上がっていない

　概ね達成している

　十分達成している

　いえない 　いえる

　いえない 　いえる

　する 　しない

　できない 　できる

　いえない 　いえる

　いえない 　いえる

　する 　しない

　できない 　できる

　ない 　ある

　ある 　ない

　少ない 　大きい

　いる 　いない

　ない 　ある

　ある 　ない

　少ない 　大きい

　いる 　いない

　高い 　適当

　できる 　できない

　ある 　ない

　ある 　ない

　高い 　適当

　できる 　できない

　ある 　ない

　ある 　ない



阿波市全庁評価シート　平成21年度実施事業対象

Ｎｏ． 40 － 19 2

年 ～ 年

①
②
③
④
⑤

20 21 22

款 10 項 5 目 3

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

人 千円 人 千円 人 千円

人 千円 人 千円 人 千円

千円 千円 千円全体事業費（Ａ＋Ｂ）

その他特定財源

612

Ｄ
Ｏ

0

直接事業費

人件費（Ｂ）

一 般 財 源
計（Ａ）

県 支 出 金

359
日

目標

実績 25
24

359
実績

359
359

期間設定なし

高田佳代子
シート作成日

教育費

平成22年6月14日
シート作成者名主務課長名 江本豊

平成

公的関与

課名教育委員会

基本事務事業名 久勝公民館施設管理事業
公民館

事務事業名 公民館施設管理事業

事業運営方法事業区分
１ ソフト事業
２ ハード事業

３ 経常的事務事業
４ 施設の維持管理

部局名

総合計画

３ 全部委託
４ 補助等

平成
事業の開始・終了

５ 補助金・負担金・支援
６ 内部管理事務・その他

１ 直営
２ 一部委託

事業の
対象・目的 目的（どうい

う状態にし
たいのか）

最終的 　生活文化の振興、地域づくりの拠点として市民が自主的に活動できるよう維持管理に務めます。

今年度

対象（誰を、
何を）

　市民

年度 最終目標年度計算式又は指標設定理由 年度 平成平成単位

事業の
活動内容

具体的にどのような活動を行いますか。（主なもの５つまで）

浄化槽の清掃点検業務

公民館の全館清掃業務

日常の公民館貸し出しの連絡調整

夜間・休日・祭日の貸し出しの連絡調整

電気の保安業務・消防設備の点検業務

地 方 債

平成

359

24

会　　計 一般会計

24

21

0.100
3,294

0.200

年度予算 備考
公民館費

年度決算
社会教育費

3,909

1,257

10

0.000 0

2,876
2,955

79

615

3,284

22平成

目標
実績

平成

2,772

予算費目
年度決算20

26目標
クラブ数

国 庫 支 出 金

数値目標
（事業の目的
及び活動内
容の達成度
を測る指標）

開館日数

各講座・クラブ活動団
体数

指標名

0.000

359日

0.100

59
2,713

0
4,212

0.000
3,384

臨時･嘱託工数･経費

社会教育法・阿波市公民館条例

臨時･嘱託職種

平成

正職員工数･経費

グラウンドゴルフ外２３クラ
ブ

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ

根拠法令等

実施計画
１ 該当
２ 非該当

基本構想(政策)
基本計画(施策)

主要施策

１．人が輝くまちづくり
（２）生涯学習の充実
（５）特色ある生涯学習プログラムの整備・提供



阿波市全庁評価シート　平成21年度実施事業対象

Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

一次評価
必要性

委員会
指摘事項

改革案
と実行
計画

廃止/休止

二次評価
総合評価

有
効
性

達
成
度

４．目標設定に対して十分に目標を達成していると思う。

１．施策の目的を実現するために、事業内容が必ずしも適切とはいえない。

２．事業内容のマンネリ化など、施策への貢献度が著しく高いとはいえない。

３．市が実施する施策の中で類似・重複した事務事業が存在する。

２．厳しい財政状況の中、次年度以降実施する緊急性が認められない。

３．住民満足度の向上のために、現在の手段、方法等の改善の余地がある。

チェック項目

１．効果に比べてコストが高い。

３．目標設定に対して概ね目標を達成していると思う。

１．目標設定に対して進捗状況が劣っていると思う。

２．目標設定に対して成果があまり上がっていないと思う。

４．電子化や契約方法の変更などによりコスト削減の余地がある。

４．住民ニーズの低下がみられたり、近隣自治体と比較してニーズを
　　上回るサービスとなっている。

１．市が実施しなくても、公平性・公正性が確保できる等、他の実施
　　主体があり、事業を廃止・休止しても影響は大きくない。

Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ

　全体で同じ施設をまとめて契
約し、経費面での節約、利用率
も高く、効率性は高いです。

二次評価一次評価の説明
　市が実施しなくては外に実施
する団体はないと思います。

　各種団体・クラブの自主事業
は活発であり有効性は高いで
す。

　利用者も多く十分達成していま
す。

効
率
性

必
要
性

４．事業の継続をしても成果の向上が期待できない。

３．予算・人員と成果の関係で、実施手段等を見直す余地がある。

評価点
4

２．他の実施主体のノウハウや新たな制度を活用できる。

4
達成度

4
有効性

4 4
効率性

Ａ4
有効性必要性

4
達成度

4
効率性

方法改善 拡大・充実 方法改善
縮小廃止/休止 統合/終期設定

民間委託等 民間委託等
縮小

当面の
課題

今後の
方向性

現状維持 現状維持
統合/終期設定

職員が削減される中業務の一部委託等や職員の配置について見直しが必要が
あります。

二次評価での指摘事項及び一次評価との相違点

総合評価
Ａ

　現状維持に努めます。

拡大・充実

　現状維持を保つための予算確保と共に、各団体が効率よく利用するよう努めま
す。

一次評価

　目標に比べて劣っている

　あまり上がっていない

　概ね達成している

　十分達成している

　目標に比べて劣っている

　あまり上がっていない

　概ね達成している

　十分達成している

　いえない 　いえる

　いえない 　いえる

　する 　しない

　できない 　できる

　いえない 　いえる

　いえない 　いえる

　する 　しない

　できない 　できる

　ない 　ある

　ある 　ない

　少ない 　大きい

　いる 　いない

　ない 　ある

　ある 　ない

　少ない 　大きい

　いる 　いない

　高い 　適当

　できる 　できない

　ある 　ない

　ある 　ない

　高い 　適当

　できる 　できない

　ある 　ない

　ある 　ない



阿波市全庁評価シート　平成21年度実施事業対象

Ｎｏ． 40 － 20 9

年 ～ 年

①
②
③
④
⑤

20 21 22

款 10 項 5 目 3

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

人 千円 人 千円 人 千円

人 千円 人 千円 人 千円

千円 千円 千円全体事業費（Ａ＋Ｂ）

その他特定財源

1,224

Ｄ
Ｏ

0

0
0

直接事業費

人件費（Ｂ）

一 般 財 源
計（Ａ）

県 支 出 金

190
人

目標

実績 60
60

190
実績

194
194

期間設定なし

酒巻直秀
シート作成日

教育費

平成22年6月10日
シート作成者名主務課長名 江本豊

平成

公的関与

課名教育委員会

基本事務事業名 伊沢公民館企画運営事業
公民館

事務事業名 地域ふれあい体験事業

事業運営方法事業区分
１ ソフト事業
２ ハード事業

３ 経常的事務事業
４ 施設の維持管理

部局名

総合計画

３ 全部委託
４ 補助等

平成
事業の開始・終了

５ 補助金・負担金・支援
６ 内部管理事務・その他

１ 直営
２ 一部委託

事業の
対象・目的 目的（どうい

う状態にし
たいのか）

最終的 ふれあい演劇鑑賞、わら細工、竹細工などを体験し、豊かな心を養います。

今年度

対象（誰を、
何を）

伊沢小学校生徒・伊沢幼稚園児・伊沢高齢者

年度 最終目標年度計算式又は指標設定理由 年度 平成平成単位

事業の
活動内容

具体的にどのような活動を行いますか。（主なもの５つまで）
演劇鑑賞　伊沢小学校生徒

昔の遊び伝承教室　わら細工、竹細工

ふれあいクリスマス会　伊沢幼稚園児

地 方 債

平成

60

会　　計 一般会計

0

伊沢幼稚園児・高齢者
100×1回

人

60

21

0.100

0 0
0

99
0.100

100100
85

年度予算 備考
公民館費

100

年度決算
社会教育費

714

628

0

0.000 0

230
230

0

615

99

22

0

平成

目標
実績 87

平成

228

予算費目
年度決算20

60目標
人

国 庫 支 出 金

数値目標
（事業の目的
及び活動内
容の達成度
を測る指標）

演劇鑑賞　参加人員

わら細工・竹細工
参加人員

クリスマス会
参加人員

指標名

0.000

伊沢小学校児童・教員
190×1回

0.200

0
228

0
858

0.000
1,452

臨時･嘱託工数･経費

社会教育法　阿波市公民館条例

臨時･嘱託職種

平成

正職員工数･経費

伊沢小学校5年生
30人×2回

0

0

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ

根拠法令等

実施計画
１ 該当
２ 非該当

基本構想(政策)
基本計画(施策)

主要施策

１．人が輝くまちづくり
（２）生涯学習の充実
（５）特色ある生涯学習プログラムの整備・提供



阿波市全庁評価シート　平成21年度実施事業対象

Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

一次評価
必要性

委員会
指摘事項

改革案
と実行
計画

廃止/休止

二次評価
総合評価

有
効
性

達
成
度

４．目標設定に対して十分に目標を達成していると思う。

１．施策の目的を実現するために、事業内容が必ずしも適切とはいえない。

２．事業内容のマンネリ化など、施策への貢献度が著しく高いとはいえない。

３．市が実施する施策の中で類似・重複した事務事業が存在する。

２．厳しい財政状況の中、次年度以降実施する緊急性が認められない。

３．住民満足度の向上のために、現在の手段、方法等の改善の余地がある。

チェック項目

１．効果に比べてコストが高い。

３．目標設定に対して概ね目標を達成していると思う。

１．目標設定に対して進捗状況が劣っていると思う。

２．目標設定に対して成果があまり上がっていないと思う。

４．電子化や契約方法の変更などによりコスト削減の余地がある。

４．住民ニーズの低下がみられたり、近隣自治体と比較してニーズを
　　上回るサービスとなっている。

１．市が実施しなくても、公平性・公正性が確保できる等、他の実施
　　主体があり、事業を廃止・休止しても影響は大きくない。

Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ

事業効果の高さには効率性が
有ると感じています。

二次評価一次評価の説明
少子高齢化が進んでいる現在、
小学生、幼稚園児と高齢者のふ
れあいは必要性があります。

観劇会は22年度から無くなりま
すが、ふれあいクリスマス会、わ
ら細工、竹細工などで他世代と
のふれあいは有効性が有りま
す。

事業目的達成度の基準は参加
者数の多さから、十分達成して
いると感じています。

効
率
性

必
要
性

４．事業の継続をしても成果の向上が期待できない。

３．予算・人員と成果の関係で、実施手段等を見直す余地がある。

評価点
4

２．他の実施主体のノウハウや新たな制度を活用できる。

4
達成度

4
有効性

4 4
効率性

Ａ3
有効性必要性

4
達成度

4
効率性

方法改善 拡大・充実 方法改善
縮小廃止/休止 統合/終期設定

民間委託等 民間委託等
縮小

当面の
課題

今後の
方向性

現状維持 現状維持
統合/終期設定

引き続き推進します。

二次評価での指摘事項及び一次評価との相違点

総合評価
Ａ

予算が少ないので、たくさんの参加希望者を制限しなければなりません。

拡大・充実

もう少し予算が多ければ、より活動が充実できると思います。

一次評価

　目標に比べて劣っている

　あまり上がっていない

　概ね達成している

　十分達成している

　目標に比べて劣っている

　あまり上がっていない

　概ね達成している

　十分達成している

　いえない 　いえる

　いえない 　いえる

　する 　しない

　できない 　できる

　いえない 　いえる

　いえない 　いえる

　する 　しない

　できない 　できる

　ない 　ある

　ある 　ない

　少ない 　大きい

　いる 　いない

　ない 　ある

　ある 　ない

　少ない 　大きい

　いる 　いない

　高い 　適当

　できる 　できない

　ある 　ない

　ある 　ない

　高い 　適当

　できる 　できない

　ある 　ない

　ある 　ない



阿波市全庁評価シート　平成21年度実施事業対象

Ｎｏ． 40 － 21 9

年 ～ 年

①
②
③
④
⑤

20 21 22

款 10 項 5 目 3

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

人 千円 人 千円 人 千円

人 千円 人 千円 人 千円

千円 千円 千円

0.000 0 0.000 0
全体事業費（Ａ＋Ｂ） 1,452 789 665

0.100 628 0.100 615
人件費（Ｂ）

正職員工数･経費 0.200 1,224
臨時･嘱託職種
臨時･嘱託工数･経費 0.000 0

0
一 般 財 源 228 161 50

計（Ａ） 228 161 50

22 年度予算 備考
0

県 支 出 金 0 0 0
地 方 債

社会教育費 公民館費
平成 20 年度決算 平成 21 年度決算 平成

国 庫 支 出 金 0 0

その他特定財源 0

教育費

0 0 0
0Ｄ

Ｏ

予算費目 会　　計 一般会計

直接事業費

100 100

目標
実績

40

実績 87 85
目標 100

年度 最終目標

実績 38 40
目標 40

平成 年度 平成 年度 平成

数値目標
（事業の目的
及び活動内
容の達成度
を測る指標）

指標名 計算式又は指標設定理由 単位

一日研修旅行 大型バス1台　40名×1回 人

ふれあいクリスマス会 高齢者　100人×1回 人

事業の
活動内容

具体的にどのような活動を行いますか。（主なもの５つまで）
一日研修旅行

伊沢幼稚園児とのふれあいクリスマス会

根拠法令等 社会教育法　阿波市公民館条例

事業の
対象・目的

対象（誰を、
何を）

阿波町伊沢地区の高齢者

目的（どうい
う状態にし
たいのか）

最終的 高齢者が楽しめることを第一とし、次に教養を身につけていくよう進めていきます。

今年度

事業の開始・終了
基本計画(施策) （２）生涯学習の充実 １ 該当 平成 平成 期間設定なし総合計画
基本構想(政策) １．人が輝くまちづくり 実施計画

主要施策 （５）特色ある生涯学習プログラムの整備・提供 ２ 非該当

３ 全部委託
２ ハード事業 ４ 施設の維持管理 ６ 内部管理事務・その他 ２ 一部委託 ４ 補助等

３ 経常的事務事業 ５ 補助金・負担金・支援
事業運営方法

１ 直営

伊沢高齢者教室 公的関与 シート作成日 平成22年6月10日
主務課長名 江本豊 シート作成者名 酒巻直秀

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ

基本事務事業名 伊沢公民館企画運営事業 事務事業名
部局名 教育委員会 課名 公民館

事業区分
１ ソフト事業



阿波市全庁評価シート　平成21年度実施事業対象

委員会
指摘事項

当面の
課題

H22年度から補助金の体系が大きく変わるので、順調に運営できるようになるま
で時間がかかると思います。

二次評価での指摘事項及び一次評価との相違点

今後も高齢化が進む中、地域のニーズを把握し、事業メニューを検討し事業を
推進します。改革案

と実行
計画

H22年度から補助金の体系が変わり、直接各単位クラブが受け取るので、これを
期に自主的に運営するようになると思います。

現状維持 方法改善 民間委託等
縮小 統合/終期設定 廃止/休止 縮小 統合/終期設定 廃止/休止

4 4 3 Ａ
今後の
方向性

拡大・充実 現状維持 方法改善 民間委託等 拡大・充実

有効性 達成度 効率性 総合評価
4 4 4 4 Ａ 4

Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

一次評価 二次評価

評価点 必要性 有効性 達成度 効率性 総合評価 必要性

３．予算・人員と成果の関係で、実施手段等を見直す余地がある。

４．電子化や契約方法の変更などによりコスト削減の余地がある。

２．他の実施主体のノウハウや新たな制度を活用できる。

４．目標設定に対して十分に目標を達成していると思う。

効
率
性

１．効果に比べてコストが高い。 参加者の多さから事業効果の高
さには効率性があります。

２．目標設定に対して成果があまり上がっていないと思う。

３．目標設定に対して概ね目標を達成していると思う。

達
成
度

１．目標設定に対して進捗状況が劣っていると思う。 目標設定は適正であり、目標を
達成しています。

３．市が実施する施策の中で類似・重複した事務事業が存在する。

有
効
性

１．施策の目的を実現するために、事業内容が必ずしも適切とはいえない。 事業内容は適切であり、有効性
はあります。

２．事業内容のマンネリ化など、施策への貢献度が著しく高いとはいえない。

４．住民ニーズの低下がみられたり、近隣自治体と比較してニーズを
　　上回るサービスとなっている。

２．厳しい財政状況の中、次年度以降実施する緊急性が認められない。

二次評価

必
要
性

１．市が実施しなくても、公平性・公正性が確保できる等、他の実施
　　主体があり、事業を廃止・休止しても影響は大きくない。

高齢者が楽しみ生きがいとな
り、健康増進のために必要性は
あります。

Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ

チェック項目 一次評価 一次評価の説明

３．住民満足度の向上のために、現在の手段、方法等の改善の余地がある。

４．事業の継続をしても成果の向上が期待できない。

　目標に比べて劣っている

　あまり上がっていない

　概ね達成している

　十分達成している

　目標に比べて劣っている

　あまり上がっていない

　概ね達成している

　十分達成している

　いえない 　いえる

　いえない 　いえる

　する 　しない

　できない 　できる

　いえない 　いえる

　いえない 　いえる

　する 　しない

　できない 　できる

　ない 　ある

　ある 　ない

　少ない 　大きい

　いる 　いない

　ない 　ある

　ある 　ない

　少ない 　大きい

　いる 　いない

　高い 　適当

　できる 　できない

　ある 　ない

　ある 　ない

　高い 　適当

　できる 　できない

　ある 　ない

　ある 　ない



阿波市全庁評価シート　平成21年度実施事業対象

Ｎｏ． 40 － 22 9

年 ～ 年

①
②
③
④
⑤

20 21 22

款 10 項 5 目 3

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

人 千円 人 千円 人 千円

人 千円 人 千円 人 千円

千円 千円 千円

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ

基本事務事業名 伊沢公民館生活文化振興事業 事務事業名
部局名 教育委員会 課名 公民館

事業区分
１ ソフト事業

主務課長名 江本豊 シート作成者名 酒巻直秀
各種団体の育成 公的関与 シート作成日 平成22年6月10日

３ 全部委託
２ ハード事業 ４ 施設の維持管理 ６ 内部管理事務・その他 ２ 一部委託 ４ 補助等

３ 経常的事務事業 ５ 補助金・負担金・支援
事業運営方法

１ 直営

総合計画
基本構想(政策) １．人が輝くまちづくり 実施計画

主要施策 （６）関係団体の育成 ２ 非該当

事業の開始・終了
基本計画(施策) （２）生涯学習の充実 １ 該当 平成 平成 期間設定なし

根拠法令等

事業の
対象・目的

対象（誰を、
何を）

阿波市民

目的（どうい
う状態にし
たいのか）

最終的 住民が楽しめることを第一とし、教養・健康を向上し生活文化の振興を図る。

今年度

サークル活動
参加者数

22団体(597×12) 人

事業の
活動内容

具体的にどのような活動を行いますか。（主なもの５つまで）
阿波市ゲートボール協会

伊沢公民館の趣味・サークル団体（22団体）

平成 年度 平成

数値目標
（事業の目的
及び活動内
容の達成度
を測る指標）

指標名 計算式又は指標設定理由 単位

ゲートボール
参加者数

年４回×80 人
目標 370 359 350

年度 平成 年度 最終目標

目標 3120 3500 8000
実績 368 351

目標
実績

実績 2600 7164

Ｄ
Ｏ

予算費目 会　　計 一般会計

直接事業費

国 庫 支 出 金 0 0

その他特定財源 0

平成 20 年度決算 平成 21 平成 22 年度予算 備考
教育費 社会教育費 公民館費

年度決算
0

県 支 出 金 0 0 0
地 方 債 0 0 0

計（Ａ） 0 0 0

0 0
一 般 財 源 0 0 0

人件費（Ｂ）
正職員工数･経費 1.000 6,119
臨時･嘱託職種

0 0.000 0

0.500 3,142 0.500 3,073

全体事業費（Ａ＋Ｂ） 6,119 3,142 3,073
臨時･嘱託工数･経費 0.000 0 0.000



阿波市全庁評価シート　平成21年度実施事業対象

Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ

チェック項目 一次評価 一次評価の説明

３．住民満足度の向上のために、現在の手段、方法等の改善の余地がある。

４．事業の継続をしても成果の向上が期待できない。

二次評価

必
要
性

１．市が実施しなくても、公平性・公正性が確保できる等、他の実施
　　主体があり、事業を廃止・休止しても影響は大きくない。

趣味クラブは熱心に活動してい
るまた多様化しているので、育
成していくことが必要です。２．厳しい財政状況の中、次年度以降実施する緊急性が認められない。

４．住民ニーズの低下がみられたり、近隣自治体と比較してニーズを
　　上回るサービスとなっている。

有
効
性

１．施策の目的を実現するために、事業内容が必ずしも適切とはいえない。 すべて自主運営のクラブ活動は
熱心なので、有効性が有りま
す。２．事業内容のマンネリ化など、施策への貢献度が著しく高いとはいえない。

３．市が実施する施策の中で類似・重複した事務事業が存在する。

２．目標設定に対して成果があまり上がっていないと思う。

３．目標設定に対して概ね目標を達成していると思う。

４．目標設定に対して十分に目標を達成していると思う。

達
成
度

１．目標設定に対して進捗状況が劣っていると思う。 趣味クラブが効率よく館を利用し
活動も熱心なので十分達成して
います。

効
率
性

１．効果に比べてコストが高い。 趣味クラブは、熱心に活動して
いるので、効率性は高いです。

２．他の実施主体のノウハウや新たな制度を活用できる。

３．予算・人員と成果の関係で、実施手段等を見直す余地がある。

有効性 達成度 効率性 総合評価

４．電子化や契約方法の変更などによりコスト削減の余地がある。

必要性 有効性 達成度 効率性

Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

一次評価 二次評価

評価点 必要性 総合評価
4 4 4 4 Ａ 4 4 4 3 Ａ

今後の
方向性

拡大・充実 現状維持 方法改善 民間委託等 拡大・充実 現状維持 方法改善 民間委託等
縮小 統合/終期設定 廃止/休止縮小 統合/終期設定 廃止/休止

当面の
課題

今までの趣味クラブの活動を、更に自主運営できるように育成していくべきです。
又新しいクラブも受け入れ自主運営できるよう育成していくべきです。

二次評価での指摘事項及び一次評価との相違点

職員数が削減されている中、将来的に各種団体の自主運営ができるようサポー
トしていく必要があります。改革案

と実行
計画

館の利用を効率よくし、更に新しいクラブも受け入れるようにします。

委員会
指摘事項

　目標に比べて劣っている

　あまり上がっていない

　概ね達成している

　十分達成している

　目標に比べて劣っている

　あまり上がっていない

　概ね達成している

　十分達成している

　いえない 　いえる

　いえない 　いえる

　する 　しない

　できない 　できる

　いえない 　いえる

　いえない 　いえる

　する 　しない

　できない 　できる

　ない 　ある

　ある 　ない

　少ない 　大きい

　いる 　いない

　ない 　ある

　ある 　ない

　少ない 　大きい

　いる 　いない

　高い 　適当

　できる 　できない

　ある 　ない

　ある 　ない

　高い 　適当

　できる 　できない

　ある 　ない

　ある 　ない



阿波市全庁評価シート　平成21年度実施事業対象

Ｎｏ． 40 － 23 9

年 ～ 年

①
②
③
④
⑤

20 21 22

款 10 項 5 目 3

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

人 千円 人 千円 人 千円

人 千円 人 千円 人 千円

千円 千円 千円

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ

基本事務事業名 伊沢公民館施設管理事業 事務事業名
部局名 教育委員会 課名 公民館

事業区分
１ ソフト事業

主務課長名 江本豊 シート作成者名 酒巻直秀
公民館施設管理事業 公的関与 シート作成日 平成22年6月10日

３ 全部委託
２ ハード事業 ４ 施設の維持管理 ６ 内部管理事務・その他 ２ 一部委託 ４ 補助等

３ 経常的事務事業 ５ 補助金・負担金・支援
事業運営方法

１ 直営

総合計画
基本構想(政策) １．人が輝くまちづくり 実施計画

主要施策 （５）特色ある生涯学習プログラムの整備・提供 ２ 非該当

事業の開始・終了
基本計画(施策) （２）生涯学習の充実 １ 該当 平成 平成 期間設定なし

根拠法令等

事業の
対象・目的

対象（誰を、
何を）

伊沢地区住民

目的（どうい
う状態にし
たいのか）

最終的 文化の振興等、地域の拠点として維持管理を図ります。

今年度

利用団体数 22団体 ｸﾗﾌﾞ数

事業の
活動内容

具体的にどのような活動を行いますか。（主なもの５つまで）
公民館貸し館、水道、ガス、電気等の点検

夜間休日の維持管理

消防設備の点検業務、電機の保安業務

浄化槽の点検業務

公民館の全館清掃

平成 年度 平成

数値目標
（事業の目的
及び活動内
容の達成度
を測る指標）

指標名 計算式又は指標設定理由 単位

開館日数 年間359日 日
目標 359 359 359

年度 平成 年度 最終目標

目標 27 27 27
実績 359 359

目標
実績

実績 24 22

Ｄ
Ｏ

予算費目 会　　計 一般会計

直接事業費

国 庫 支 出 金 0 0

その他特定財源 15

平成 20 年度決算 平成 21 平成 22 年度予算 備考
教育費 社会教育費 公民館費

年度決算
0

県 支 出 金 0 0 0
地 方 債 0 0 0

計（Ａ） 3,358 3,334 3,337

19 10
一 般 財 源 3,343 3,315 3,327

人件費（Ｂ）

正職員工数･経費 0.500 3,059
臨時･嘱託職種

0 0.000 0

0.300 1,885 0.300 1,844

全体事業費（Ａ＋Ｂ） 6,417 5,219 5,181

臨時･嘱託工数･経費 0.000 0 0.000



阿波市全庁評価シート　平成21年度実施事業対象

Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ

チェック項目 一次評価 一次評価の説明

３．住民満足度の向上のために、現在の手段、方法等の改善の余地がある。

４．事業の継続をしても成果の向上が期待できない。

二次評価

必
要
性

１．市が実施しなくても、公平性・公正性が確保できる等、他の実施
　　主体があり、事業を廃止・休止しても影響は大きくない。

住民が満足するために更にサー
ビスを向上させる必要がありま
す。２．厳しい財政状況の中、次年度以降実施する緊急性が認められない。

４．住民ニーズの低下がみられたり、近隣自治体と比較してニーズを
　　上回るサービスとなっている。

有
効
性

１．施策の目的を実現するために、事業内容が必ずしも適切とはいえない。 公民館施設を有効に使用してい
ます。

２．事業内容のマンネリ化など、施策への貢献度が著しく高いとはいえない。

３．市が実施する施策の中で類似・重複した事務事業が存在する。

２．目標設定に対して成果があまり上がっていないと思う。

３．目標設定に対して概ね目標を達成していると思う。

４．目標設定に対して十分に目標を達成していると思う。

達
成
度

１．目標設定に対して進捗状況が劣っていると思う。 公民館の利用者は多く、必要に
応じて費用を使っており達成度
は高いです。

効
率
性

１．効果に比べてコストが高い。 必要に応じて民間業者等に委託
しているので、効率性は高いで
す。２．他の実施主体のノウハウや新たな制度を活用できる。

３．予算・人員と成果の関係で、実施手段等を見直す余地がある。

有効性 達成度 効率性 総合評価

４．電子化や契約方法の変更などによりコスト削減の余地がある。

必要性 有効性 達成度 効率性

Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

一次評価 二次評価

評価点 必要性 総合評価
4 4 4 4 Ａ 4 4 4 3 Ａ

今後の
方向性

拡大・充実 現状維持 方法改善 民間委託等 拡大・充実 現状維持 方法改善 民間委託等
縮小 統合/終期設定 廃止/休止縮小 統合/終期設定 廃止/休止

当面の
課題

公民館の維持管理に多くの費用が要りますが、節約して運営していきたいと思
います。

二次評価での指摘事項及び一次評価との相違点

職員が削減される中業務の一部委託等や職員の配置について見直しが必要が
あります。改革案

と実行
計画

経費を削減するために冷暖房を適切に使用し、必要の無い照明等を節約しま
す。

委員会
指摘事項

　目標に比べて劣っている

　あまり上がっていない

　概ね達成している

　十分達成している

　目標に比べて劣っている

　あまり上がっていない

　概ね達成している

　十分達成している

　いえない 　いえる

　いえない 　いえる

　する 　しない

　できない 　できる

　いえない 　いえる

　いえない 　いえる

　する 　しない

　できない 　できる

　ない 　ある

　ある 　ない

　少ない 　大きい

　いる 　いない

　ない 　ある

　ある 　ない

　少ない 　大きい

　いる 　いない

　高い 　適当

　できる 　できない

　ある 　ない

　ある 　ない

　高い 　適当

　できる 　できない

　ある 　ない

　ある 　ない



阿波市全庁評価シート　平成21年度実施事業対象

Ｎｏ． 40 － 24 9

年 ～ 年

①
②
③
④
⑤

20 21 22

款 10 項 5 目 3

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

人 千円 人 千円 人 千円

人 千円 人 千円 人 千円

千円 千円 千円全体事業費（Ａ＋Ｂ）

その他特定財源

2,142

Ｄ
Ｏ

0

0
0

直接事業費

人件費（Ｂ）

一 般 財 源
計（Ａ）

県 支 出 金

80
人

目標

実績

120
実績

120
132

期間設定なし

岸上隆
シート作成日

教育費

平成22年6月4日
シート作成者名主務課長名 江本豊

平成

公的関与

課名教育委員会

基本事務事業名 林公民館企画運営事業
公民館

事務事業名 地域ふれあい体験事業

事業運営方法事業区分
１ ソフト事業
２ ハード事業

３ 経常的事務事業
４ 施設の維持管理

部局名

総合計画

３ 全部委託
４ 補助等

平成
事業の開始・終了

５ 補助金・負担金・支援
６ 内部管理事務・その他

１ 直営
２ 一部委託

事業の
対象・目的 目的（どうい

う状態にし
たいのか）

最終的 　花づくりを通じて阿波・市場・土成・吉野の４町住民の交流の場を図ります。

今年度

対象（誰を、
何を）

　市　　民

年度 最終目標年度計算式又は指標設定理由 年度 平成平成単位

事業の
活動内容

具体的にどのような活動を行いますか。（主なもの５つまで）
広報「阿波」による会員の募集活動

年６回開催し、季節に応じたガーデニングづくりの講習や実習をします。

講義を通じて家庭園芸のノウハウを習得します。

地 方 債

平成

120

会　　計 一般会計

0
21

0.300

0 0
0

205
0.350

年度予算 備考
公民館費

年度決算
社会教育費

2,049

2,199

0

0.000 0

189
189

0

1,844

205

22

0

平成

目標
実績

平成

384

予算費目
年度決算20

目標

国 庫 支 出 金

数値目標
（事業の目的
及び活動内
容の達成度
を測る指標）

　参加人数

指標名

0.000

1回・20人×6回
　　＝120人

0.350

0
384

0
2,388

0.000
2,526

臨時･嘱託工数･経費

社会教育法　　阿波市公民館条例

臨時･嘱託職種

平成

正職員工数･経費

0

0

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ

根拠法令等

実施計画
１ 該当
２ 非該当

基本構想(政策)
基本計画(施策)

主要施策

１．人が輝くまちづくり
（２）生涯学習の充実
（５）特色ある生涯学習プログラムの整備・提供



阿波市全庁評価シート　平成21年度実施事業対象

Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

一次評価
必要性

委員会
指摘事項

改革案
と実行
計画

廃止/休止

二次評価
総合評価

有
効
性

達
成
度

４．目標設定に対して十分に目標を達成していると思う。

１．施策の目的を実現するために、事業内容が必ずしも適切とはいえない。

２．事業内容のマンネリ化など、施策への貢献度が著しく高いとはいえない。

３．市が実施する施策の中で類似・重複した事務事業が存在する。

２．厳しい財政状況の中、次年度以降実施する緊急性が認められない。

３．住民満足度の向上のために、現在の手段、方法等の改善の余地がある。

チェック項目

１．効果に比べてコストが高い。

３．目標設定に対して概ね目標を達成していると思う。

１．目標設定に対して進捗状況が劣っていると思う。

２．目標設定に対して成果があまり上がっていないと思う。

４．電子化や契約方法の変更などによりコスト削減の余地がある。

４．住民ニーズの低下がみられたり、近隣自治体と比較してニーズを
　　上回るサービスとなっている。

１．市が実施しなくても、公平性・公正性が確保できる等、他の実施
　　主体があり、事業を廃止・休止しても影響は大きくない。

Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ

　事業費に比べて、内容がよい
ので受講生に喜ばれているの
効果は充分あると思います。

二次評価一次評価の説明
　住民の教養を高めたり交流の
場を図る面から見ればこれから
も必要性が充分あると思いま
す。

　参加者が積極的に参加できて
いるので成果の向上はあると思
います。

　 参加者数も開催当初より少
しずつ口コミにより増加してい
るので達成度は充分あると思
います。

効
率
性

必
要
性

４．事業の継続をしても成果の向上が期待できない。

３．予算・人員と成果の関係で、実施手段等を見直す余地がある。

評価点
4

２．他の実施主体のノウハウや新たな制度を活用できる。

4
達成度

4
有効性

4 4
効率性

Ａ4
有効性必要性

4
達成度

4
効率性

方法改善 拡大・充実 方法改善
縮小廃止/休止 統合/終期設定

民間委託等 民間委託等
縮小

当面の
課題

今後の
方向性

現状維持 現状維持
統合/終期設定

引き続き推進します。

二次評価での指摘事項及び一次評価との相違点

総合評価
Ａ

　誰もが学習出来る身近な場所の提供は必要であり、費用に対しての効果を
考えて活動を進めます。

拡大・充実

　参加者のニーズの把握と効率よく運営していくための企画立案をします。

一次評価

　目標に比べて劣っている

　あまり上がっていない

　概ね達成している

　十分達成している

　目標に比べて劣っている

　あまり上がっていない

　概ね達成している

　十分達成している

　いえない 　いえる

　いえない 　いえる

　する 　しない

　できない 　できる

　いえない 　いえる

　いえない 　いえる

　する 　しない

　できない 　できる

　ない 　ある

　ある 　ない

　少ない 　大きい

　いる 　いない

　ない 　ある

　ある 　ない

　少ない 　大きい

　いる 　いない

　高い 　適当

　できる 　できない

　ある 　ない

　ある 　ない

　高い 　適当

　できる 　できない

　ある 　ない

　ある 　ない



阿波市全庁評価シート　平成21年度実施事業対象

Ｎｏ． 40 － 25 9

年 ～ 年

①
②
③
④
⑤

20 21 22

款 10 項 5 目 3

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

人 千円 人 千円 人 千円

人 千円 人 千円 人 千円

千円 千円 千円

基本構想(政策)
基本計画(施策)

主要施策

１．人が輝くまちづくり
（２）生涯学習の充実
（５）特色ある生涯学習プログラムの整備・提供 ２ 非該当

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ

根拠法令等

実施計画
１ 該当

社会教育法　　阿波市公民館条例

臨時･嘱託職種

平成

正職員工数･経費

1回・100人×1回
　　＝100人

0

0

0
2,426

0.000
2,526

臨時･嘱託工数･経費

数値目標
（事業の目的
及び活動内
容の達成度
を測る指標）

お誕生会参加者数

クリスマス会参加者数

県外研修

指標名

0.000

1回・100人×3回
　　＝300人

0.350

0
384
384

予算費目
年度決算20

100目標

22

0

平成

目標
実績 57

平成

人

1,328

2,199

0

0.000 0

227
227

0

1,229

99

7070
62

年度予算 備考
公民館費

70

年度決算

0.200

0 0
0

99
0.350

1回・70人×1回
　　＝70人

人

90

21

地 方 債

平成

300

100

会　　計 一般会計

0

事業の
活動内容

具体的にどのような活動を行いますか。（主なもの５つまで）

林小学校３年生児童と藁細工、竹細工をして交流を図ります。

公民館施設の清掃奉仕をします。

年３回お誕生回を開催し、長寿ををお祝いするとともに講師を招いて健康づくりの講義をうけ実践します。

林幼稚園児を招き「ふれあいクリスマス会」を開催し、交流の場をつくります。

日帰り県外研修を実施し、自己の見聞を広めます。

年度 最終目標年度計算式又は指標設定理由 年度 平成平成単位

国 庫 支 出 金

社会教育費

事業の
対象・目的 目的（どうい

う状態にし
たいのか）

最終的 　高齢者の教養の向上や、健康の増進、生きがいづくりを図ります。

今年度

対象（誰を、
何を）

　阿波町林地区の高齢者

部局名

総合計画

３ 全部委託
４ 補助等

平成
事業の開始・終了

５ 補助金・負担金・支援
６ 内部管理事務・その他

１ 直営
２ 一部委託

事業運営方法事業区分
１ ソフト事業
２ ハード事業

３ 経常的事務事業
４ 施設の維持管理

課名教育委員会

基本事務事業名 林公民館企画運営事業
公民館

事務事業名 林高齢者教室

期間設定なし

岸上隆
シート作成日

教育費

平成22年6月4日
シート作成者名主務課長名 江本豊

平成

公的関与

273
人

目標

実績 95
100

300
実績

300
285

Ｄ
Ｏ

0

0
0

直接事業費

人件費（Ｂ）

一 般 財 源
計（Ａ）

県 支 出 金

全体事業費（Ａ＋Ｂ）

その他特定財源

2,142
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総合評価
Ａ

　行事の準備から行事の進行から後始末に至るまで、すべて自主的に運営でき
ていますが、会計処理等がまだできていないのでできるように推進していきたい
と思ます。

拡大・充実

　企画・立案をするための役員会等の運営を自主的に進めるよう改革していきた
いと思います。

民間委託等

一次評価

縮小

当面の
課題

今後の
方向性

現状維持

今後も高齢化が進む中、地域のニーズを把握し、事業メニューを検討し事業を推
進します。

二次評価での指摘事項及び一次評価との相違点

民間委託等現状維持
統合/終期設定

方法改善 拡大・充実 方法改善
縮小廃止/休止 統合/終期設定

Ａ3
有効性必要性

4
達成度

4
効率性評価点

4

２．他の実施主体のノウハウや新たな制度を活用できる。

4
達成度

4
有効性

4 4
効率性

必
要
性

４．事業の継続をしても成果の向上が期待できない。

３．予算・人員と成果の関係で、実施手段等を見直す余地がある。

効
率
性

　参加者が積極的に参加できて
いるので成果の向上はあると思
います。

　参加率が常に高く、目標は充
分
達成されていると思います。

二次評価一次評価の説明
　住民の教養を高めたり交流の
場を図る面から見ればこれから
も必要性が充分あると思いま
す。

　非常に少ない予算を参加者が
充分理解し経費の大半を自己が
負担してくれていますので効率
性は良いと思います。

４．住民ニーズの低下がみられたり、近隣自治体と比較してニーズを
　　上回るサービスとなっている。

１．市が実施しなくても、公平性・公正性が確保できる等、他の実施
　　主体があり、事業を廃止・休止しても影響は大きくない。

Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ

３．市が実施する施策の中で類似・重複した事務事業が存在する。

２．厳しい財政状況の中、次年度以降実施する緊急性が認められない。

３．住民満足度の向上のために、現在の手段、方法等の改善の余地がある。

４．電子化や契約方法の変更などによりコスト削減の余地がある。

１．効果に比べてコストが高い。

３．目標設定に対して概ね目標を達成していると思う。

１．目標設定に対して進捗状況が劣っていると思う。

２．目標設定に対して成果があまり上がっていないと思う。

チェック項目

有
効
性

達
成
度

４．目標設定に対して十分に目標を達成していると思う。

１．施策の目的を実現するために、事業内容が必ずしも適切とはいえない。

２．事業内容のマンネリ化など、施策への貢献度が著しく高いとはいえない。

Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

一次評価
必要性

委員会
指摘事項

改革案
と実行
計画

廃止/休止

二次評価
総合評価

　目標に比べて劣っている

　あまり上がっていない

　概ね達成している

　十分達成している

　目標に比べて劣っている

　あまり上がっていない

　概ね達成している

　十分達成している

　いえない 　いえる

　いえない 　いえる

　する 　しない

　できない 　できる

　いえない 　いえる

　いえない 　いえる

　する 　しない

　できない 　できる

　ない 　ある

　ある 　ない

　少ない 　大きい

　いる 　いない

　ない 　ある

　ある 　ない

　少ない 　大きい

　いる 　いない

　高い 　適当

　できる 　できない

　ある 　ない

　ある 　ない

　高い 　適当

　できる 　できない

　ある 　ない

　ある 　ない



阿波市全庁評価シート　平成21年度実施事業対象

Ｎｏ． 40 － 26 9

年 ～ 年

①
②
③
④
⑤

20 21 22

款 10 項 5 目 3

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

人 千円 人 千円 人 千円

人 千円 人 千円 人 千円

千円 千円 千円全体事業費（Ａ＋Ｂ）

その他特定財源

1,224

Ｄ
Ｏ

0

0
0

直接事業費

人件費（Ｂ）

一 般 財 源
計（Ａ）

県 支 出 金

268
人

目標

実績

380
実績

380
295

期間設定なし

岸上隆
シート作成日

教育費

平成22年6月4日
シート作成者名主務課長名 江本豊

平成

公的関与

課名教育委員会

基本事務事業名 林公民館企画運営事業
公民館

事務事業名 阿波女性セミナー

事業運営方法事業区分
１ ソフト事業
２ ハード事業

３ 経常的事務事業
４ 施設の維持管理

部局名

総合計画

３ 全部委託
４ 補助等

平成
事業の開始・終了

５ 補助金・負担金・支援
６ 内部管理事務・その他

１ 直営
２ 一部委託

事業の
対象・目的 目的（どうい

う状態にし
たいのか）

最終的 　女性としての知識や教養を高め、心身ともに健康的で明るい地域づくりをねらいとします。

今年度

対象（誰を、
何を）

　阿波市の女性

年度 最終目標年度計算式又は指標設定理由 年度 平成平成単位

事業の
活動内容

具体的にどのような活動を行いますか。（主なもの５つまで）

阿波市議会の傍聴

ガーデニング教室、料理教室などの実践による学習

年１０回（５月～２月）講座の開催

愛媛県内子町の町並み見学

四国三郎での一泊研修

地 方 債

平成

370

会　　計 一般会計

0
21

0.400

0 0
0

295
0.200

年度予算 備考
公民館費

年度決算
社会教育費

2,753

1,257

0

0.000 0

252
252

0

2,458

295

22

0

平成

目標
実績

平成

0

予算費目
年度決算20

目標

国 庫 支 出 金

数値目標
（事業の目的
及び活動内
容の達成度
を測る指標）

参加者数

指標名

0.000

1回・37人×10回
　　＝370人

0.200

0
0

0
1,509

0.000
1,224

臨時･嘱託工数･経費

社会教育法　　阿波市公民館条例

臨時･嘱託職種

平成

正職員工数･経費

0

0

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ

根拠法令等

実施計画
１ 該当
２ 非該当

基本構想(政策)
基本計画(施策)

主要施策

１．人が輝くまちづくり
（２）生涯学習の充実
（５）特色ある生涯学習プログラムの整備・提供
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Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

一次評価
必要性

委員会
指摘事項

改革案
と実行
計画

廃止/休止

二次評価
総合評価

有
効
性

達
成
度

４．目標設定に対して十分に目標を達成していると思う。

１．施策の目的を実現するために、事業内容が必ずしも適切とはいえない。

２．事業内容のマンネリ化など、施策への貢献度が著しく高いとはいえない。

３．市が実施する施策の中で類似・重複した事務事業が存在する。

２．厳しい財政状況の中、次年度以降実施する緊急性が認められない。

３．住民満足度の向上のために、現在の手段、方法等の改善の余地がある。

チェック項目

１．効果に比べてコストが高い。

３．目標設定に対して概ね目標を達成していると思う。

１．目標設定に対して進捗状況が劣っていると思う。

２．目標設定に対して成果があまり上がっていないと思う。

４．電子化や契約方法の変更などによりコスト削減の余地がある。

４．住民ニーズの低下がみられたり、近隣自治体と比較してニーズを
　　上回るサービスとなっている。

１．市が実施しなくても、公平性・公正性が確保できる等、他の実施
　　主体があり、事業を廃止・休止しても影響は大きくない。

Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ

　限られた予算で実施するので
無償で講演に来てくれる講師の
を極力利用したり、受講生が負
担をなるべくするようにしたりして
効率性を高めています。

二次評価一次評価の説明
 阿波町では婦人会組織がなくな
り女性が共通の目的をもって教
養を高めたり健康的で明るい地
域づくりを作るためにはなくては
ならないものと思います。

　内容が充実しているためか、
参加希望者が多く、またマンネリ
化を防ぐため参加者自らが行事
の計画をするので成果は向上し
ていると思います。

　毎回出席率が高く、また阿波
町以外の市場町・土成町からの
参加者が年々増加の傾向にあ
るため達成されていると思いま
す。

効
率
性

必
要
性

４．事業の継続をしても成果の向上が期待できない。

３．予算・人員と成果の関係で、実施手段等を見直す余地がある。

評価点
4

２．他の実施主体のノウハウや新たな制度を活用できる。

4
達成度

4
有効性

4 4
効率性

Ａ4
有効性必要性

4
達成度

4
効率性

方法改善 拡大・充実 方法改善
縮小廃止/休止 統合/終期設定

民間委託等 民間委託等
縮小

当面の
課題

今後の
方向性

現状維持 現状維持
統合/終期設定

引き続き推進します。

二次評価での指摘事項及び一次評価との相違点

総合評価
Ａ

　参加希望者が毎年多く、制限に苦慮するとともに内容のマンネリ化を防ぐ方法
を研究する必要があります。

拡大・充実

　予算の増額が叶うなら２学級製などが考えられます。

一次評価

　目標に比べて劣っている

　あまり上がっていない

　概ね達成している

　十分達成している

　目標に比べて劣っている

　あまり上がっていない

　概ね達成している

　十分達成している

　いえない 　いえる

　いえない 　いえる

　する 　しない

　できない 　できる

　いえない 　いえる

　いえない 　いえる

　する 　しない

　できない 　できる

　ない 　ある

　ある 　ない

　少ない 　大きい

　いる 　いない

　ない 　ある

　ある 　ない

　少ない 　大きい

　いる 　いない

　高い 　適当

　できる 　できない

　ある 　ない

　ある 　ない

　高い 　適当

　できる 　できない

　ある 　ない

　ある 　ない



阿波市全庁評価シート　平成21年度実施事業対象

Ｎｏ． 40 － 27 9

年 ～ 年

①
②
③
④
⑤

20 21 22

款 10 項 5 目 3

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

人 千円 人 千円 人 千円

人 千円 人 千円 人 千円

千円 千円 千円全体事業費（Ａ＋Ｂ）

その他特定財源

306

Ｄ
Ｏ

0

0
0

直接事業費

人件費（Ｂ）

一 般 財 源
計（Ａ）

県 支 出 金

150
人

目標

実績 470
500

180
実績

170
154

期間設定なし

岸上隆
シート作成日

教育費

平成22年6月4日
シート作成者名主務課長名 江本豊

平成

公的関与

課名教育委員会

基本事務事業名 林公民館生活文化振興事業
公民館

事務事業名 各種団体の育成

事業運営方法事業区分
１ ソフト事業
２ ハード事業

３ 経常的事務事業
４ 施設の維持管理

部局名

総合計画

３ 全部委託
４ 補助等

平成
事業の開始・終了

５ 補助金・負担金・支援
６ 内部管理事務・その他

１ 直営
２ 一部委託

事業の
対象・目的 目的（どうい

う状態にし
たいのか）

最終的
　地域における積極的な社会参加活動を支援すると共に、利用団体との連携を密にして発表の場などを設けるようにしま
す。

今年度

対象（誰を、
何を）

市民

年度 最終目標年度計算式又は指標設定理由 年度 平成平成単位

事業の
活動内容

具体的にどのような活動を行いますか。（主なもの５つまで）
年末・年始を除いて、日曜日から土曜日まで役２４団体が定期的に利用しています。

子ども会のレクリェーションや林保育所によるお泊り保育などがあります。

自治会の研修の場としても利用されています。

地 方 債

平成

160

460

会　　計 一般会計

0

24団体×12名 人

　

470

21

0.050

0 0
0

0
0.050

288300
250

年度予算 備考
公民館費

300

年度決算
社会教育費

307

314

0

0.000 0

0
0

0

307

0

22

0

平成

目標
実績 250

平成

0

予算費目
年度決算20

500目標
人

国 庫 支 出 金

数値目標
（事業の目的
及び活動内
容の達成度
を測る指標）

林地区長寿クラブ参
加人数

グラウンドゴルフ参加人数

サークル活動参加人数

指標名

0.000

総会＝100　役員会＝24
老人体育大会＝36

0.050

0
0

0
314

0.000
306

臨時･嘱託工数･経費

社会教育法　　阿波市公民館条例

臨時･嘱託職種

平成

正職員工数･経費

月例大会280　その他の
大会180

0

0

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ

根拠法令等

実施計画
１ 該当
２ 非該当

基本構想(政策)
基本計画(施策)

主要施策

１．人が輝くまちづくり
（２）生涯学習の充実
（５）特色ある生涯学習プログラムの整備・提供



阿波市全庁評価シート　平成21年度実施事業対象

Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

一次評価
必要性

委員会
指摘事項

改革案
と実行
計画

廃止/休止

二次評価
総合評価

有
効
性

達
成
度

４．目標設定に対して十分に目標を達成していると思う。

１．施策の目的を実現するために、事業内容が必ずしも適切とはいえない。

２．事業内容のマンネリ化など、施策への貢献度が著しく高いとはいえない。

３．市が実施する施策の中で類似・重複した事務事業が存在する。

２．厳しい財政状況の中、次年度以降実施する緊急性が認められない。

３．住民満足度の向上のために、現在の手段、方法等の改善の余地がある。

チェック項目

１．効果に比べてコストが高い。

３．目標設定に対して概ね目標を達成していると思う。

１．目標設定に対して進捗状況が劣っていると思う。

２．目標設定に対して成果があまり上がっていないと思う。

４．電子化や契約方法の変更などによりコスト削減の余地がある。

４．住民ニーズの低下がみられたり、近隣自治体と比較してニーズを
　　上回るサービスとなっている。

１．市が実施しなくても、公平性・公正性が確保できる等、他の実施
　　主体があり、事業を廃止・休止しても影響は大きくない。

Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ

　利用度が非常に高いので効率
性は高いと思います。

二次評価一次評価の説明
　他の実施主体がないので24団
体の趣味クラブが熱心に利用し
満足度も高く続けていきたいと
思います。

　完全な自主運営ができている
のでこれからも公民館の貸し館
業務は有効であると思います。

　利用が年間を通じてほとんど
あり且つスムーズに利用できて
いるので充分達成できていると
思います。

効
率
性

必
要
性

４．事業の継続をしても成果の向上が期待できない。

３．予算・人員と成果の関係で、実施手段等を見直す余地がある。

評価点
4

２．他の実施主体のノウハウや新たな制度を活用できる。

4
達成度

4
有効性

4 4
効率性

Ａ3
有効性必要性

4
達成度

4
効率性

方法改善 拡大・充実 方法改善
縮小廃止/休止 統合/終期設定

民間委託等 民間委託等
縮小

当面の
課題

今後の
方向性

現状維持 現状維持
統合/終期設定

職員数が削減されている中、将来的に各種団体の自主運営ができるようサポー
トしていく必要があります。

二次評価での指摘事項及び一次評価との相違点

総合評価
Ａ

　各種団体が使用したいときに使用できるよう調整が重要です。

拡大・充実

　他の公民館と連携を図りながら、充実度を高める必要があります。

一次評価

　目標に比べて劣っている

　あまり上がっていない

　概ね達成している

　十分達成している

　目標に比べて劣っている

　あまり上がっていない

　概ね達成している

　十分達成している

　いえない 　いえる

　いえない 　いえる

　する 　しない

　できない 　できる

　いえない 　いえる

　いえない 　いえる

　する 　しない

　できない 　できる

　ない 　ある

　ある 　ない

　少ない 　大きい

　いる 　いない

　ない 　ある

　ある 　ない

　少ない 　大きい

　いる 　いない

　高い 　適当

　できる 　できない

　ある 　ない

　ある 　ない

　高い 　適当

　できる 　できない

　ある 　ない

　ある 　ない



阿波市全庁評価シート　平成21年度実施事業対象

Ｎｏ． 40 － 28 9

年 ～ 年

①
②
③
④
⑤

20 21 22

款 10 項 5 目 3

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

人 千円 人 千円 人 千円

人 千円 人 千円 人 千円

千円 千円 千円全体事業費（Ａ＋Ｂ）

その他特定財源

306

Ｄ
Ｏ

0

0
0

直接事業費

人件費（Ｂ）

一 般 財 源
計（Ａ）

県 支 出 金

359
日

目標

実績 25
27

359
実績

359
359

期間設定なし

岸上隆
シート作成日

教育費

平成22年6月4日
シート作成者名主務課長名 江本豊

平成

公的関与

課名教育委員会

基本事務事業名 林公民館施設管理事業
公民館

事務事業名 公民館施設管理事業

事業運営方法事業区分
１ ソフト事業
２ ハード事業

３ 経常的事務事業
４ 施設の維持管理

部局名

総合計画

３ 全部委託
４ 補助等

平成
事業の開始・終了

５ 補助金・負担金・支援
６ 内部管理事務・その他

１ 直営
２ 一部委託

事業の
対象・目的 目的（どうい

う状態にし
たいのか）

最終的 　地域住民のための学習の場を提供し、相互の人間関係を深めるとともに、心豊かな人づくりを図ります。

今年度

対象（誰を、
何を）

　阿波市民

年度 最終目標年度計算式又は指標設定理由 年度 平成平成単位

事業の
活動内容

具体的にどのような活動を行いますか。（主なもの５つまで）
維持管理（電気、消防設備、浄化槽保守点検、清掃業務）

施設運営（日常の公民館の貸出業務）

地 方 債

平成

359

24

会　　計 一般会計

0 　

27

21

0.050

0 0
0

3,220
0.050

年度予算 備考
公民館費

年度決算
社会教育費

3,527

314

5

0.000 0

2,839
2,845

6

307

3,215

22

0

平成

目標
実績

平成

2,753

予算費目
年度決算20

26目標
クラブ数

国 庫 支 出 金

数値目標
（事業の目的
及び活動内
容の達成度
を測る指標）

　開館日数

　利用団体数

指標名

0.000

　年間359日

0.050

0
2,753

0
3,159

0.000
3,059

臨時･嘱託工数･経費

社会教育法　　阿波市公民館条例

臨時･嘱託職種

平成

正職員工数･経費

　踊りほか23

0

0

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ

根拠法令等

実施計画
１ 該当
２ 非該当

基本構想(政策)
基本計画(施策)

主要施策

１．人が輝くまちづくり
（２）生涯学習の充実
（５）特色ある生涯学習プログラムの整備・提供



阿波市全庁評価シート　平成21年度実施事業対象

Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

一次評価
必要性

委員会
指摘事項

改革案
と実行
計画

廃止/休止

二次評価
総合評価

有
効
性

達
成
度

４．目標設定に対して十分に目標を達成していると思う。

１．施策の目的を実現するために、事業内容が必ずしも適切とはいえない。

２．事業内容のマンネリ化など、施策への貢献度が著しく高いとはいえない。

３．市が実施する施策の中で類似・重複した事務事業が存在する。

２．厳しい財政状況の中、次年度以降実施する緊急性が認められない。

３．住民満足度の向上のために、現在の手段、方法等の改善の余地がある。

チェック項目

１．効果に比べてコストが高い。

３．目標設定に対して概ね目標を達成していると思う。

１．目標設定に対して進捗状況が劣っていると思う。

２．目標設定に対して成果があまり上がっていないと思う。

４．電子化や契約方法の変更などによりコスト削減の余地がある。

４．住民ニーズの低下がみられたり、近隣自治体と比較してニーズを
　　上回るサービスとなっている。

１．市が実施しなくても、公平性・公正性が確保できる等、他の実施
　　主体があり、事業を廃止・休止しても影響は大きくない。

Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ

　利用度が非常に高いので効率
性は高いと思います。

二次評価一次評価の説明
　住民のニーズが高いため必要
性が充分にあると思います。

　多種多様な団体が有効的に利
用しています。

　利用が年間を通じてほとんど
あり且つスムーズに利用できて
いるので充分達成できていると
思います。

効
率
性

必
要
性

４．事業の継続をしても成果の向上が期待できない。

３．予算・人員と成果の関係で、実施手段等を見直す余地がある。

評価点
4

２．他の実施主体のノウハウや新たな制度を活用できる。

4
達成度

4
有効性

4 4
効率性

Ａ3
有効性必要性

4
達成度

4
効率性

方法改善 拡大・充実 方法改善
縮小廃止/休止 統合/終期設定

民間委託等 民間委託等
縮小

当面の
課題

今後の
方向性

現状維持 現状維持
統合/終期設定

職員が削減される中業務の一部委託等や職員の配置について見直しが必要が
あります。

二次評価での指摘事項及び一次評価との相違点

総合評価
Ａ

　利用団体の活動について充分達成できるよう、施設の充実を図っていく必要が
あります。

拡大・充実

　施設の有効活用を図っていますが、利用者に不便をかけないよう利用調整が
重要です。

一次評価

　目標に比べて劣っている

　あまり上がっていない

　概ね達成している

　十分達成している

　目標に比べて劣っている

　あまり上がっていない

　概ね達成している

　十分達成している

　いえない 　いえる

　いえない 　いえる

　する 　しない

　できない 　できる

　いえない 　いえる

　いえない 　いえる

　する 　しない

　できない 　できる

　ない 　ある

　ある 　ない

　少ない 　大きい

　いる 　いない

　ない 　ある

　ある 　ない

　少ない 　大きい

　いる 　いない

　高い 　適当

　できる 　できない

　ある 　ない

　ある 　ない

　高い 　適当

　できる 　できない

　ある 　ない

　ある 　ない



阿波市全庁評価シート　平成21年度実施事業対象

Ｎｏ． 40 - 29 9

年 ～ 年

①
②
③
④
⑤

20 21 22

款 5 項 1 目 2

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

人 千円 人 千円 人 千円

人 千円 人 千円 人 千円

千円 千円 千円

基本構想(政策)
基本計画(施策)

主要施策

５．産業が発展するまちづくり
（５）雇用・勤労者対策の充実
（３）勤労者福祉の充実 ２ 非該当 根拠法令等

実施計画
１ 該当

地方自治法　阿波市勤労青少年ホームの設置及び管理に関する条例

臨時･嘱託職種 勤労青少年ﾎｰﾑ指導員 勤労青少年ﾎｰﾑ指導員 勤労青少年ﾎｰﾑ指導員

平成

正職員工数･経費

一ヵ月３０人×１２ヵ月

0

0

1,260
2,494

0.700
2,566

臨時･嘱託工数･経費

数値目標
（事業の目的
及び活動内
容の達成度
を測る指標）

各種スポーツクラブ活
動参加人数

教室、講座　参加人員

ボランティア活動　参加者数

指標名

0.700

一ケ月１８０人×１２ヵ月

0.100

0
694
694

予算費目
年度決算20

400目標

22

0

平成

目標
実績 52

平成

人

2,409

628

0

0.700 1,260

606
606

0

615

534

5050
56

年度予算 備考

勤労青少年ホーム管理費

6060

年度決算

0.100

0 0
0

534
0.100

　２５人×２回 人

153
500

21

2400

地 方 債

平成

2160

360

会　　計 一般会計

0

事業の
活動内容

具体的にどのような活動を行いますか。（主なもの５つまで）

カーニバル活動（Passion Of Youthというお祭りの企画、運営）

各種スポーツクラブ（バレーボール、バドミントン、卓球、硬式テニス、ボウリング）

各種文化、音楽活動（生け花講座、茶道講座、アコースティック同好会、パンクロック同好会）

ボランティア活動（市内カーブミラー磨き、ゴミ拾い、ホーム周辺除草作業、ホーム清掃）

年度 最終目標年度計算式又は指標設定理由 年度 平成平成単位

国 庫 支 出 金

労働諸費

事業の
対象・目的 目的（どうい

う状態にし
たいのか）

最終的 勤労青少年の日常に必要な援助を与え、その福祉の増進を図ります。

今年度

対象（誰を、
何を）

市内に居住する青少年及び市内の事業所に勤務する青少年

部局名

総合計画

３ 全部委託
４ 補助等

平成
事業の開始・終了

５ 補助金・負担金・支援
６ 内部管理事務・その他

１ 直営
２ 一部委託

事業運営方法事業区分
１ ソフト事業
２ ハード事業

３ 経常的事務事業
４ 施設の維持管理

課名教育委員会

基本事務事業名 青少年ホーム企画運営事業
公民館

事務事業名 教室クラブ活動事業

期間設定なし

江本豊
シート作成日

労働費

平成22年6月10日
シート作成者名主務課長名 江本豊

平成

公的関与

2403
人

目標

実績 480
500

2400
実績

2200
2280

1,260

0
0

直接事業費

人件費（Ｂ）

一 般 財 源
計（Ａ）

県 支 出 金

全体事業費（Ａ＋Ｂ）

その他特定財源
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阿波市全庁評価シート　平成21年度実施事業対象

総合評価
Ａ

経費削減の状況下でありますが、ホームの利用者は増加しており必要性は高く、
勤労青少年の福祉増進に関する施設としては１つしかなく、現状の人員、予算等
で実施していくべきと考えます。

拡大・充実

現状の活動内容、事業活動に加え、近年問題化しているニート対策など勤労青
少年を取り巻く問題にも取り組む必要があります。

民間委託等

一次評価

縮小

当面の
課題

今後の
方向性

現状維持

引き続き推進します。

二次評価での指摘事項及び一次評価との相違点

民間委託等現状維持
統合/終期設定

方法改善 拡大・充実 方法改善
縮小廃止/休止 統合/終期設定

Ａ3
有効性必要性

4
達成度

3
効率性評価点

4

２．他の実施主体のノウハウや新たな制度を活用できる。

4
達成度

3
有効性

4 3
効率性

必
要
性

４．事業の継続をしても成果の向上が期待できない。

３．予算・人員と成果の関係で、実施手段等を見直す余地がある。

効
率
性

各種教室、クラブ、同好会、講
座、ボランティア活動、各種研修
会等に有効利用されています。

一般教養としての教室、グルー
プ活動、クラブ等が計画的に実
施されています。参加者数も目
標を達成しております。

二次評価一次評価の説明
利用者も年々増加傾向にありま
す。ニーズも高く必要性は求めら
れいます。勤労青少年の活動施
設として県下でも４ヶ所と少ない
うえ、本市では唯一のものであ
り、働く青少年の日常生活に必
要な援助を行う施設として重要

す

経費的には年々削減していま
す。利用団体も多く効率性は高
いです。

４．住民ニーズの低下がみられたり、近隣自治体と比較してニーズを
　　上回るサービスとなっている。

１．市が実施しなくても、公平性・公正性が確保できる等、他の実施
　　主体があり、事業を廃止・休止しても影響は大きくない。

３．市が実施する施策の中で類似・重複した事務事業が存在する。

２．厳しい財政状況の中、次年度以降実施する緊急性が認められない。

３．住民満足度の向上のために、現在の手段、方法等の改善の余地がある。

４．電子化や契約方法の変更などによりコスト削減の余地がある。

１．効果に比べてコストが高い。

３．目標設定に対して概ね目標を達成していると思う。

１．目標設定に対して進捗状況が劣っていると思う。

２．目標設定に対して成果があまり上がっていないと思う。

チェック項目

有
効
性

達
成
度

４．目標設定に対して十分に目標を達成していると思う。

１．施策の目的を実現するために、事業内容が必ずしも適切とはいえない。

２．事業内容のマンネリ化など、施策への貢献度が著しく高いとはいえない。

一次評価
必要性

委員会
指摘事項

改革案
と実行
計画

廃止/休止

二次評価
総合評価

　目標に比べて劣っている

　あまり上がっていない

　概ね達成している

　十分達成している

　目標に比べて劣っている

　あまり上がっていない

　概ね達成している

　十分達成している

　いえない 　いえる

　いえない 　いえる

　する 　しない

　できない 　できる

　いえない 　いえる

　いえない 　いえる

　する 　しない

　できない 　できる

　ない 　ある

　ある 　ない

　少ない 　大きい

　いる 　いない

　ない 　ある

　ある 　ない

　少ない 　大きい

　いる 　いない

　高い 　適当

　できる 　できない

　ある 　ない

　ある 　ない

　高い 　適当

　できる 　できない

　ある 　ない

　ある 　ない



阿波市全庁評価シート　平成21年度実施事業対象

Ｎｏ． 40 － 30 9

年 ～ 年

①
②
③
④
⑤

20 21 22

款 5 項 1 目 2

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

人 千円 人 千円 人 千円

人 千円 人 千円 人 千円

千円 千円 千円

基本構想(政策)
基本計画(施策)

主要施策

５．産業が発展するまちづくり
（５）雇用・勤労者対策の充実
（３）勤労者福祉の充実 ２ 非該当

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ

根拠法令等

実施計画
１ 該当

地方自治法　阿波市勤労青少年ホームの設置及び管理に関する条例

臨時･嘱託職種 青少年ｾﾝﾀｰ指導員 勤労青少年ﾎｰﾑ指導員 勤労青少年ﾎｰﾑ指導員

平成

正職員工数･経費

0

0

540
2,463

0.300
6,319

臨時･嘱託工数･経費

数値目標
（事業の目的
及び活動内
容の達成度
を測る指標）

施設の維持管理　開
館日数

指標名

0.300

年間２４１日

0.100

0
5,138
5,138

予算費目
年度決算20

目標

22

0

平成

目標
実績

平成

2,641

628

0

0.300 540

1,295
1,295

0

615

1,486

年度予算 備考

勤労青少年ホーム管理費

年度決算

0.100

0 0
0

1,486
0.100

21

241

地 方 債

平成

241

会　　計 一般会計

0

事業の
活動内容

具体的にどのような活動を行いますか。（主なもの５つまで）
施設運営（ホームの貸し館業務)　夜間の利用も含みます。

維持管理業務(防火設備、電気の保安、浄化槽設備点検、清掃業務)

年度 最終目標年度計算式又は指標設定理由 年度 平成平成単位

国 庫 支 出 金

労働諸費

事業の
対象・目的 目的（どうい

う状態にし
たいのか）

最終的
勤労青少年ホームの管理　勤労青少年の日常生活の援助と福祉の増進を図るため一般教養講習会、グループ活動等効率的に行え
るよう維持管理を図ります。

今年度

対象（誰を、
何を）

市内に居住する青少年及び、市内の事務所に勤務する青少年

部局名

総合計画

３ 全部委託
４ 補助等

平成
事業の開始・終了

５ 補助金・負担金・支援
６ 内部管理事務・その他

１ 直営
２ 一部委託

事業運営方法事業区分
１ ソフト事業
２ ハード事業

３ 経常的事務事業
４ 施設の維持管理

課名教育委員会

基本事務事業名 青少年ホーム企画運営事業
公民館

事務事業名 施設管理事業

期間設定なし

江本豊
シート作成日

労働費

平成22年6月10日
シート作成者名主務課長名 江本豊

平成

公的関与

241
日

目標

実績

241
実績

241
241

Ｄ
Ｏ

569

0
0

直接事業費

人件費（Ｂ）

一 般 財 源
計（Ａ）

県 支 出 金

全体事業費（Ａ＋Ｂ）

その他特定財源

612
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総合評価
Ａ

施設の設備、機械等が老朽化し、活動に支障をきたしています。利用を促進する
ため、時代のニーズにあった設備改善をする必要があります。

拡大・充実

調理器具等に老朽化が見られ、新しい器具に変える必要があります。設備、機
械の改修、修繕を計画的に行う必要があります。

民間委託等

一次評価

縮小

当面の
課題

今後の
方向性

現状維持

引き続き推進します。

二次評価での指摘事項及び一次評価との相違点

民間委託等現状維持
統合/終期設定

方法改善 拡大・充実 方法改善
縮小廃止/休止 統合/終期設定

Ａ4
有効性必要性

4
達成度

4
効率性評価点

4

２．他の実施主体のノウハウや新たな制度を活用できる。

4
達成度

4
有効性

4 4
効率性

必
要
性

４．事業の継続をしても成果の向上が期待できない。

３．予算・人員と成果の関係で、実施手段等を見直す余地がある。

効
率
性

各種教室、クラブ、同好会、講
座、ボランティア活動、各種研修
会等が有効に利用しています。

一般教養としての教室、グルー
プ活動、クラブ等の事業が計画
どおり実施され、参加者数にお
いても目標を達成しています。

二次評価一次評価の説明
利用者も増加傾向にあります。
ニーズも高く必要性も高いです。
勤労青少年に対する活動施設と
しては唯一のものであります。勤
労青少年の日常生活に必要な
援助を行う施設として重要です。

経費的には年々削減していま
す。利用団体も多く効率性が高
いです。

４．住民ニーズの低下がみられたり、近隣自治体と比較してニーズを
　　上回るサービスとなっている。

１．市が実施しなくても、公平性・公正性が確保できる等、他の実施
　　主体があり、事業を廃止・休止しても影響は大きくない。

Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ

３．市が実施する施策の中で類似・重複した事務事業が存在する。

２．厳しい財政状況の中、次年度以降実施する緊急性が認められない。

３．住民満足度の向上のために、現在の手段、方法等の改善の余地がある。

４．電子化や契約方法の変更などによりコスト削減の余地がある。

１．効果に比べてコストが高い。

３．目標設定に対して概ね目標を達成していると思う。

１．目標設定に対して進捗状況が劣っていると思う。

２．目標設定に対して成果があまり上がっていないと思う。

チェック項目

有
効
性

達
成
度

４．目標設定に対して十分に目標を達成していると思う。

１．施策の目的を実現するために、事業内容が必ずしも適切とはいえない。

２．事業内容のマンネリ化など、施策への貢献度が著しく高いとはいえない。

Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

一次評価
必要性

委員会
指摘事項

改革案
と実行
計画

廃止/休止

二次評価
総合評価

　目標に比べて劣っている

　あまり上がっていない

　概ね達成している

　十分達成している

　目標に比べて劣っている

　あまり上がっていない

　概ね達成している

　十分達成している

　いえない 　いえる

　いえない 　いえる

　する 　しない

　できない 　できる

　いえない 　いえる

　いえない 　いえる

　する 　しない

　できない 　できる

　ない 　ある

　ある 　ない

　少ない 　大きい

　いる 　いない

　ない 　ある

　ある 　ない

　少ない 　大きい

　いる 　いない

　高い 　適当

　できる 　できない

　ある 　ない

　ある 　ない

　高い 　適当

　できる 　できない

　ある 　ない

　ある 　ない
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